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京
町
家
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N
P
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法
人
京
町
家
再
生
研
究
会
の
活
動
実
績
の
犠
証

大
谷
孝
彦

会
場
H
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
l
ル

二
O
O
七
年
七
月
一
一
一
日
に
開
催

財団法人住宅総合研究財団

第
幻
回
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

い
・
ま
曳
つ
く
り
の
京
都
モ
デ
ル

市当・ 司 /~
E百 E会 不

同H;
カ

[
講
演

T
3

地
域
密
着
型
住
宅
・
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
か
ら
見
る
京
都
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
展
望

|

|
都
市
居
住
推
進
研
究
会
の
活
動
の
事
例
か
ら

大
島
祥
子

光
雄



テ
ー
マ
趣
旨

京
都
の
住
ま
い
や
ま
ち
は
、
貴
重
一
な
過
去
の
歴
史
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
長
き
に
わ
た
っ
て
都
心
居
住

文
化
を
蓄
積
し
て
き
た
京
都
で
展
開
さ
れ
て
い
る
住
ま
い

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
い
く
つ
か
は
、
今

B
各
地
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
現
代
的
課
題
に

い
ち
早
く
対
応
し
た
先
進
事
例
と
し
て
の
意
義
が
あ
り
、

ス
ト
ッ
ク
製
社
会
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
・
ま
ち

つ
く
り
を
先
導
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
歴
史
都
市
京
都
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
、

住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
モ
デ
ル
を
抽
出
・
検
討

し
て
み
た
い
。

間
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
運
営
委
員
会
委
員
長

高
閏
光
雄
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ネ
ス
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開
か
ら
見
る
京
都
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
日
脂
製
:
:
:
川
口

|
|
都
市
居
住
推
進
研
究
会
の
活
動
の
事
例
か
ら

大
島
祥
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
:
臼

司
会
計
高
田
光
雄
パ
ネ
リ
ス
ト
M
M

大
谷
孝
彦
/
上
林
研
二
/
大
島
祥
子

見
学
会
抄
録
・
・
・
・
・
・
刊

各
議
演
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
警
き
下
ろ
さ
れ
た
論
文
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
に
は
事
前
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
論
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
財
開
山
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
O
O
八
年
三
月
に
刊
行
予
定
の
吋
住
宅
総
合
研
究
財
閥
研
究
論
文
集
肋

M
M
に
も
収
録
い
た
し
ま
す
。



P重大重
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町子
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再学 ιで

生教~
研 授 デ
究お
令お
浬た
事に

長士

ひ

一
九
六
六
年
、
ふ
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
祭
。
…

九
六
八
年
、
河
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
。
附
慾
築
研
究
協
会
戦
円
以
を
絞
て
、
一
九
七

O
年
、
凶
開
設
計
事
務
所
ゲ
ン
プ
ラ
ン
入
社
、
二

O
o
r
i

年
、
武
康
川
女
子
大
学
教
綬
就
任
、
攻
夜
に
至
る
。
一

級
建
築
士
。

、
王
な
著
書
論
文
に
、

「
現
代
に
生
き
る
町
家
」
(
吋
建
築
と
社
会
い
川
沌
、
出
5
、

一
九
九
七
年
)
、
「
京
都
都
心
部
の
問
家
再
生
」
(
吋
建
築

雑
誌
」
恥
師
、
二

0
0
0年
)
、
「
」
川
小
町
家
に
関
わ
る
伝

統
的
木
造
建
築
技
術
1
1
3
」
(
吋
建
築
雑
誌
h

L

川附、

問
、
附
、
ニ

O
O
一
年
)
、
「
京
町
家
の
市
内
生
に
つ
い
て
」

(
『
造
景
」
尚
ぉ
、
ニ

O
O
一
一
年
)
、
「
町
家
の
料
生
に
よ

る
都
市
景
観
つ
く
り
」
(
「
環
境
技
術
』
川
ぉ
、
出

8
、

二
O
O
周
年
)
、
「
市
民
活
動
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
『
ま

ち
づ
く
り
h
h
3
、
二

O
O
悶
年
)
な
ど
が
あ
る
。

主
な
作
品
に
、

「
大
覚
寺
信
徒
会
館
」
、
「
樹
徳
会
上
ヶ
原
病
続
」
、
「
特
別

養
護
老
人
ホ
l
ム
塔
南
の
際
」
な
ど
が
あ
る
。

軍上書

伊「
室長時 2
間 三1
研一」
究/
所か
所ん

長草
し

ん
じ

一
九
六
八
年
、
中
部
大
学
工
学
部
慾
築
学
科
卒
業
。
一

九
七
一
年
、
名
古
注
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建

築
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

州
開
地
域
計
臨
建
築
研
究
所
を
絞
て
、
一
九
七
五
年
、
側

地
域
生
活
空
間
研
究
所
代
表
に
就
任
、
現
在
に
送
る
。

こ
の
問
、
京
都
学
問
凶
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
、
京
都

造
形
芸
術
大
然
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
部
非
常
勤
講
師
、
京

抑
制
村
議
大
学
深
境
デ
ザ
イ
ン
令
部
非
常
勤
講
締
を
兼
任

す
る
。

博
士
(
京
大
工
学
)
、
技
術
士
(
建
設
部
門
/
都
市
お
よ

び
地
方
計
幽
)
、
級
建
築
士
、
環
境
計
H

一叩士。

、
五
な
就
刊
誌
・
論
L
V

人に、

吋
十
円
小
都
市
市
街
地
公
矧
判
制
度
の
見
夜
し
に
関
す
る
基
本

計
闘
い
(
京
都
市
都
市
計
爾
局
、
一
九
九
閲
年
)
、
「
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
水
都
物
一
認
」
(
共
訳
、
都
市
文
化
社
、
一
九

九
O
年
)
、
『
路
地
刻
共
同
佼
宅
の
改
惑
と
縦
承
的
再
開

発
に
隠
す
る
研
究
』
(
学
位
論
文
、
一
九
九
七
年
)
、
吋
ま

ち
づ
く
り
の
科
学
』
(
共
著
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
九

年
)
、
「
路
地
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
い
(
共
著
、
学
芸
出
版

社
、
二

O
O
六
年
)
な
ど
が
あ
る
。

主
な
作
品
に
、

「
京
都
市
立
桂
阪
小
学
校
」
、
「
京
都
市
立
大
校
中
学
校
」
、

コ
ぷ
都
市
常
広
沢
問
地
」
、
「
玉
屋
・
山
コ
一
小
路
団
地
」

(
一
九
九
九
年
、
住
宅
金
激
公
隊
問
問
活
文
脳
俊
良
問
地

川
口
)
、
「
山
和
小
路
間
地
」
(
…
一

O
O
四
年
、
京
都
民
観
・

ま
ち
づ
く
り
貨
建
築
物
部
門
優
秀
賞
)
、
「
川
勝
法
衣
応
」

な
ど
が
あ
る
。

都スtム講
市 iィ、強
居ク思?
f主 創 山 i 
推さ1:J.'" 1. 
進事長土;:s
研務士会
究所-r
会代〉ン
事表お
務お

局主

ち

九
九
三
年
、
京
都
府
立
大
学
生
活
科
学
部
住
際
学
科

卒
業
。
一
九
九
五
年
、
間
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
伎

環
境
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

州
側
計
画
工
一
房
を
経
て
、
一
九
九
八
年
、
制
京
都
市
日
以
鮫
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
i

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
二

O
O
三
年
、
ス

i
ク
創
生
川
事
務
所
代
表
。
都

市
府
住
推
進
研
究
会
事
務
局
を
務
め
る
。

技
術
士
(
建
設
部
門
/
都
市
お
よ
び
地
方
計
阿
)
、
一
級

建
築
士
。

主
な
著
者
論
文
に

「
ロ
!
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
l
ム
に
よ
る
住
民
合
立
形
成

プ
ロ
セ
ス
の
理
解
」
(
共
著
、
吋
公
共
建
築
」
拘
郎
、
二

0
0
0年
)
、
「
京
・
ま
ち
づ
く
り
史
」
(
共
著
、
昭
和
堂
、

二
O
O
一
…
一
年
)
、
「
京
都
・
一
二
条
通
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
(
季
刊
吋
ま
ち
づ

く
り
」
尚
5
、
二

O
O
周
年
)
な
ど
が
あ
る
。

高高塁
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研た
究か
科だ

護士
お

一
九
七
五
年
、
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
一

九
七
九
年
、
同
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
穏
中
退
。

京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
手
、
効
教
授
を
経
て
、

二
O
O
三
年
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環

境
工
学
専
攻
教
授
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

こ
の
間
州
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
家
政
学
研
究
科
住
環

境
学
場
攻
非
常
勤
講
師
川
、
放
送
大
学
客
員
助
教
授
、
筑

波
大
今
大
や
院
芸
術
学
研
究
科
非
常
勤
講
姉
、
滋
賀
大

学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
な
ど
を
兼
任
。

博
士
(
山
口
小
大
ヱ
学
)
、
一
級
建
築
士
。

王
な
説
明
主
M

-

論
文
に
、

「
都
市
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
の
再
編
に
開
閉
す
る
計
画
論

的
研
究
」
(
学
位
論
文
、
一
九
九
一
年
)
、
コ
尽
の
町
家

考
」
(
共
若
、
京
都
新
開
社
、
一
九
九
五
年
)
、
前
川
家
型

集
合
住
宅
』
(
共
著
、
学
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
、

吋
職
住
共
存
の
抑
制
心
再
生
」
(
共
著
、
学
芸
出
版
社
、
二

0
0
一
一
年
)
、
『
京
都
の
都
市
景
観
の
一
再
生
」
(
共
著
、
日

本
建
築
学
会
、
二

O
O
二
年
)
、
「
日
本
に
お
け
る
集
合

住
宅
計
画
の
変
選
」
(
編
著
、
放
送
火
学
教
育
振
興
会
、

一
九
九
八
年
)
、
「
少
子
高
鈴
尚
代
の
都
市
伎
宅
学
』
(
編

著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

O
O
二
年
)
、
「
N
E
X
T
n

ー
そ
の
設
計
ス
ピ
リ
ァ
ツ
と
間
住
実
験
一

O
年
の
全
貌
』

(
一
総
務
、
エ
ク
ス
ナ
レ

y
ジ
、
二

O
O
K
年
)
、
「
積
層
集

伎
空
間
の
計
凶
手
法
に
問
附
す
る
研
究
」
(
編
著
、
佼
宅
総

合
研
究
財
田
・
丸
説
、
一
九
九
九
年
)
、
「
側
人
を
ベ
ー

ス
と
し
た
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
対
応
し
た
住
宅
計
劉
に
山
附
す

る
研
究
」
(
吋
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
年
抑
制
』
恥
幻
、

一一

O
O
一
年
)
な
ど
が
あ
る
。

王
な
作
品
に
、

「
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
泉
北
桃
山
会
B
問
地
」
、
「
火

阪
府
住
z

宅
供
給
公
社
千
堅
亥
の
子
谷
A
閉
山
地
(
エ
ス
テ

溺
千
里
)
」
、
「
大
阪
府
什
叫
ん
毛
供
給
公
社
東
大
波
官
邸
2

問
地
」
(
次
佐
代
住
宅
・
ふ
れ
つ
く
す
コ

I
ト
吉
田
)
、

「
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
伎
宅
N
E
X
T
2
」
な
ど
が
あ
る
。



は
じ
め
に

高
田
光
雄

私
た
ち
は
京
都
の
す
ま
い
・
ま
ち
ぞ
つ
く
り
の
問
題
を
こ
れ
ま
で
何
度
も
議
論
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
話
を
東
京
で
し
ま
す
と
、
し
ば
し
ば
「
特
殊
京
都
的
問
題
」
と
い
う
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
実
際
、
町
家
の
問
題
、
古
い
住
宅
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
袋
小
路
等

の
細
街
路
の
問
題
、
伝
統
木
構
法
の
問
題
、
住
宅
と
伝
統
産
業
と
の
関
係
、
文
化
財
と
の

関
係
。
こ
う
い
っ
た
問
題
は
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
特
殊
な
問
題
に
克
え
ま
す
。

こ
れ
ら
を
京
都
の
問
題
と
し
て
京
都
の
や
り
方
で
解
い
て
い
く
の
は
一
つ
の
考
え
方
で

は
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
広
い
視
点
か
ら
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
発
展
的
に
展
開
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
試
み
が
、
近
年
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
C
土
4
1し
れ
~
。

例
え
ば
、
一
一
一
年
前
、
「
景
観
法
」
と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都
で
行

な
わ
れ
て
き
た
景
観
行
政
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
例
が
時
み
台
に
な
っ
て
で
き
た
法
律
だ
と
い

わ
れ
、
「
こ
れ
は
京
都
モ
デ
ル
だ
」
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
考
え
ま
す
と
、
前
述
の
よ
う
な
問
題
を
京
都
の
中
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
立
場
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
議
論
す
る
と
と

も
に
、
京
都
か
ら
も
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
起
こ
っ
て

い
る
現
在
の
問
題
、
あ
る
い
は
将
来
の
陪
題
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
解
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
、
「
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
京
都
モ
デ

ル
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
趣
旨
で
す
。

き
ょ
う
の
参
加
者
名
簿
を
見
ま
す
と
、
京
都
以
外
、
と
り
わ
け
省
都
聞
か
ら
た
く
さ
ん

の
方
々
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
の
京
都
の
現
状
を
、
趣
旨

説
明
を
兼
ね
て
ご
く
簡
単
に
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

京
都
は
、
七
九
四
年
に
平
安
京
と
し
て
建
都
さ
れ
て
、
八
六
九
年
に
東
京
に
遷
都
さ

れ
る
ま
で
日
本
の
首
都
で
し
た
が
、
実
は
東
京
選
都
後
に
人
口
が
増
え
、
住
宅
地
も
広
が

っ
て
い
ま
の
京
都
の
町
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
現
在
は
元
か
ら
の
中
心
市
街
地
と

あ
と
で
開
発
さ
れ
た
周
辺
市
街
地
が
連
続
し
た
都
市
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
家
が
、
京
都
の
住
ま
い
を
考
え
る
べ

l
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
わ
れ
わ
れ

が
自
に
す
る
典
型
的
な
京
町
家
は
、
近
世
の
終
わ
り
ご
ろ
に
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
完
成
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
町
家
を
再
生
し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
非

常
に
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
町
家
の
保
全
・
再
生
を
中
心
に
し
て
、
京
都
、
と
り
わ
け
都

心
部
を
整
備
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
近
年
に
な
っ
て
多
く
の
市
民
か
ら
支
持
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
家
の
あ
る
京
都
の
都
心
部
で
は
、
「
両
側
阿
」
と
い
っ
て
、
通
り
を
挟
ん
で
南
側
の
家

が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
(
図
i
1
)
O

図…1 両面IJ回Tとは

巡りを挟んで両側の家がワンセットにな
って、コミュニティの後小単位をつくる。

国一2 元学区

京都市では、明治2if.に小学校をつくっ
たときの学区割りが、現在もコミュニテ
ィの単伎になっている。



図 3 町家と共存できる京都都心部へ

2002ifの「京都市都心部のまちなみ保全.ft子生に係る若手談会Jの提言に基づいてつくられた f2003年建築ルールJによってダウンゾーニ

ングが図られ、以降、 f2004年建築ルールjを絞て、 2006"手の「景観審議会j答申に基づき f2007年建築ルールjとして、市さ、形態と
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1露壁菌lまセットパッウさせるとともに、
こまやかな翠置を蕗す

く新潟度地区の機合〉く現行規事jの場合〉

か
つ
て
は
「
町
式
日
」
と
い
わ
れ
る
町
の
ル

l
ル
を
も
っ
て
、
自
治
組
織
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
そ
の
伝
統
は
、
生
活
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

日
常
の
町
内
会
活
動
も
、
祇
園
祭
の
山
や
鉾
が
出
る
単
位
も
、
町
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
、
そ
の
上
に
、
つ
冗
学
区
」
と
い
う
単
位
が
あ
り
ま
す
。
日
本
全
体
の
学
制

が
で
き
る
前
、
明
治
二
年
に
「
番
組
小
学
校
」
と
い
う
小
学
校
を
つ
く
っ
た
単
位
で
、
現

在
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
単
位
と
し
て
健
在
で
す
(
図
i
2
)
0

京
都
の
人
口
は
、
い
っ
た
ん
下
が
っ
て
い
ま
し
た
が
近
年
に
な
っ
て
都
心
部
で
あ
る
程

度
回
復
が
見
ら
れ
ま
す
。
実
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
人
口
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
町

家
型
集
合
住
宅
」
や
「
地
域
共
生
の
土
地
利
用
検
討
会
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二

O
O
二
年
の
「
京
都
市
都
心
部
の
の
ま
ち
な
み
保
全
・
再
生
に

係
る
審
議
会
」
の
提
言
の
あ
と
で
き
た
「
二

O
O
一
二
年
建
築
ル

i
ル
」
に
よ
っ
て
実
質
的

な
ダ
ウ
ン
ゾ

i
ニ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
て
、
京
都
都
心
部
で
町
家
と
共
存
で
き
る
建
築
を
考

え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
(
殴
|
3
)
O

さ
ら
に
、
そ
の
あ
と
「
時
を
超
え
光
り
輝
く
京
都
の
景
観
づ
く
り
審
議
会
」
の
答
申
に

基
づ
い
て
、
今
秋
か
ら
「
京
都
市
新
景
観
政
策
」
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
景

観
に
関
す
る
規
制
が
市
街
地
全
体
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
、
跳
望

景
観
規
制
が
採
用
さ
れ
た
り
、
四
五

m
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
た
幹
線
道
路
沿
道
地
区

が
…
一
二

m
、
職
住
共
存
地
区
と
い
わ
れ
て
い
る
幹
線
道
路
よ
り
も
一
つ
内
側
の
部
分
は
一
一
一

一
m
(実
質
的
に
は
こ

O
O
一
二
年
ル

l
ル
に
よ
り
二

O
m
)
の
高
さ
の
と
こ
ろ
が
一
五

m

と
、
ふ
回
向
さ
規
制
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ニ

O
O
一
一
一
年
建
築
ル
!
ル
」
が
で
き
た
前
後
か
ら
、
や
は
り
京
都
の
同
の
様
子
は
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
規
制
が
強
化
さ
れ
、
中
高
層
の
共
同
住
宅
の
建
設
が
い

っ
た
ん
は
非
常
に
減
り
ま
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
ま
た
回
復
し
て
き
で
い
る
こ
と
。
職
住

共
存
地
区
内
の
建
設
が
少
し
減
り
、
幹
線
道
路
沿
道
地
区
の
建
設
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
ル
!
ル
、
形
態
規
制
、
高
さ
規
制
は
そ
れ
な
り
に
守
ら
れ
て
、
あ
る
程
度
の

目
標
の
達
成
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
建
て
ら
れ
て
い
る
マ
ン
シ
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司法{主共存地区の建設は減ったものの、幹線道路沿道地区での建設は増えている。

ヨ
ン
が
景
観
上
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
課
題
も
出

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
(
図
1
4、5
)
0

一
方
、
一
戸
建
住
宅
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
壁
面
線
を
町
家
に
揃
え

る
と
い
う
ル

l
ル
が
一
一

O
O
一一一年ル

i
ル
で
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
一
戸
建
て
は
そ
の
ル

ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
き
く
セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
し
て
前
に
駐
車
場
を
確
保
す
る

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
戸
建
て
を
含
め
て
都
市
の
住
宅
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
状
況
が
出
て
い
ま
す
。

地
域
の
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も
徐
々
に
育
っ
て
き
て
、
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
た
ま

ち
ゃ
つ
く
り
の
先
進
的
な
事
例
が
幾
っ
か
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
事
業
者
、
建
設
業
、

不
動
産
業
の
方
々
に
よ
る
保
全
・
再
生
に
関
わ
る
取
り
組
み
も
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
京
都
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
が
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
な
か
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
、
と
い
う
実
験
が
あ
ち
こ
ち
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
き
ょ
う
は
三
名
の
方
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
大
谷
さ
ん
は
建
築

家
と
し
て
建
築
設
計
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
京
町
家
再
生
研
究
会
の
代
表
と

し
て
長
年
、
町
家
再
生
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

上
林
さ
ん
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
京
都
独
特
の
困
難
な
事
情
の
あ
る
ま
ち
ミ
つ

く
り
の
支
援
を
長
年
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
き
ょ
う
は
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点

で
、
祇
園
町
に
焦
点
を
当
て
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

大
島
さ
ん
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
、
企
画

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
都
市
居
住
推
進
研
究
会
と
い
う
組
織
の
な
か
で
、

不
動
産
事
業
者
の
方
を
コ

1
デ
イ
ネ

l
ト
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
き
ょ
う
は
民
間
の
不
動
産
事
業
者
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

図-5
建築ルールの効果

男宮前ÎM~を|町家に揃える
こと、上!習郊のセット
パックによるボリュー

ム!惑の低減など、建築
ルールの効果は認めら

れるが、それでもさま
ざまな諜題は多い。
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表京露
五瞬TT
彦家 1

再

の

代
的
意
義
l
N
P
O法
人
京
軒
家
再
生
研
究
会
の
活
動
実
績
の
検
証

京
町
家
再
生
研
究
会
と
い
う
市
民
活
動
が
一
九
九
二
年
に
始
ま
り
、
つ
い
先
ご
ろ
の
七

月
一
七
日
、
祇
溜
祭
巡
行
の
日
で
満
一
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
は
、
京
町
家
と
い
う
歴
史
的
な
建
物
が
も
っ
て
い
る
そ
の
意
義
、
そ
の
再
生
の

現
代
的
な
意
義
と
、
合
わ
せ
て
わ
れ
わ
れ
の
市
民
活
動
の
や
り
方
に
現
代
的
な
意
義
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
並
行
し
て
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

京
可
家
と
は

京
都
市
内
に
は
、
祇
園
新
檎
、
清
水
寺
の
産
寧
坂
、
上
賀
茂
の
社
家
町
、
嵯
峨
鳥
居
本

の
四
つ
の
伝
建
地
区
が
あ
り
ま
す
。
職
住
共
存
地
区
で
あ
る
都
心
部
に
も
、
町
家
が
連
続

し
て
残
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
一
方
、
町
家
の
町
並
み
の
な
か
に
、
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
っ
て
景
観
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
生
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
路
地
奥
に
は
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
幾
つ
か
の
町
家
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

京
都
の
代
表
的
な
町
家
に
は
、
「
中
二
階
型
」
と
呼
ぶ
、
二
階
が
低
く
て
虫
龍
窓
が
あ
る

よ
う
な
町
家
と
、
「
総
二
階
」
と
呼
ぶ
、
二
階
を
少
し
高
く
暮
ら
し
ゃ
す
く
し
た
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
の
町
家
が
あ
り
ま
す
(
関

1
)
。
そ
の
特
性
は
、
適
正
な
ス
ケ

i
ル
と

秩
序
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
意
匠
が
魅
力
の
あ
る
町
並
み
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
住
ん
で

い
る
人
た
ち
自
身
の
意
識
の
共
有
に
よ
る
豊
か
な
町
内
、
両
側
釘
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
職

住
共
存
に
よ
る
賑
わ
い
と
落
ち
着
き
の
あ
る
都
心
居
住
、
落
ち
着
い
た
詮
影
と
木
造
の
軸

組
み
の
構
成
を
見
せ
る
木
の
表
清
豊
か
な
建
物
空
間
、
自
然
と
の
係
わ
り
ゃ
ハ
レ
と
ケ
の

け
じ
め
を
大
切
に
し
た
秩
序
の
あ
る
暮
ら
し
、
町
家
の
維
持
・
継
承
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

京都の代表的な町家の外観図-1

総2踏E室町家

職
人
さ
ん
の
技
や
お
出
入
り
の
仕
組
み
(
こ
れ
は

最
近
怪
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
)
な
ど
、
建

物
と
そ
こ
に
あ
る
暮
ら
し
が
一
体
と
な
っ
て
あ
る

の
が
町
家
の
基
本
で
す
。

「
通
り
庭
」
と
い
う
土
需
が
あ
っ
て
、
「
坪
庭
」

を
挟
ん
で
う
な
ぎ
の
寝
床
状
の
奥
行
き
の
深
い
空

間
は
、
自
然
を
取
り
入
れ
た
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ

と
が
考
え
ら
れ
た
間
取
り
で
す
。

表
の
ほ
う
は
「
庖
の
問
」
、
商
売
を
や
っ
て
い

る
織
の
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奥
の
ほ
う
が
住

の
空
間
に
な
る
わ
け
で
す
。
祇
園
祭
の
と
き
に
は

表
の
格
子
が
外
さ
れ
て
お
飾
り
を
見
る
場
所
が
で

き
ま
す
の
で
、
非
常
に
奥
行
き
の
深
い
空
障
を
ず

っ
と
通
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
町
家
の
空
間

で
す
(
次
災
、
国
|
2
)
O

鹿
敷
は
、
障
子
が
入
っ
て

ほ
ん
の
り
と
し
た
冬
の
姿
、
度
一
戸
が
入
っ
て
非
常

に
涼
し
げ
な
夏
の
姿
。
夏
と
冬
、
一
日
の
な
か
で

も
時
間
の
変
化
を
楽
し
む
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す

(
次
賞
、
図

3
1
a
、b
)
O

京
町
家
は
伝
統
構
法
で
で
き
て
い
ま
す
。
全
体

中2階建田T家
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に
鳥
龍
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
現
代
構
法
で
は
二
時
を
受
け
る
桁
が
入
り
ま

す
が
、
伝
統
構
法
で
は
柱
は
犀
根
の
下
の
母
屋
ま
で
一
本
で
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
(
図

!
4
)
0
 

柱
と
桁
は
、
ほ
ぞ
を
つ
く
っ
て
栓
で
と
め
る
構
法
で
、
非
常
に
柔
ら
か
く
揺
れ
る
こ
と

で
地
震
の
力
を
吸
収
、
粘
り
を
も
っ
て
対
応
す
る
。
現
代
は
土
台
に
緊
結
す
る
構
法
で
す

が
、
京
町
家
の
柱
は
五
の
上
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
免
震
的
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
(
図
|
5
)
0

土
器
は
、
竹
小
舞
を
下
地
に
し
て
、
適
度
に
耐
力
を
も
ち
ま
す
が
、

地
震
力
が
あ
る
大
き
さ
を
超
え
る
と
壁
は
壊
れ
て
、
軸
組
み
に
耐
力
を
受
け
持
た
せ
る
。

こ
う
い
う
よ
う
に
全
体
と
し
て
非
常
に
柔
軟
性
を
も
っ
た
構
造
で
あ
る
と
い
う
の
が
伝
統

構
法
で
す
。
こ
れ
が
い
ま
の
建
築
基
準
法
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
「
既
存
不
適

格
」
と
い
い
方
で
現
在
の
町
家
が
存
悲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

2 

町
家
、

町
な
み
の
現
状

九
七

O
年
と
一
一

0
0
0年
と
、
京
都
タ
ワ
!
の
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
を
比
べ
て
み
る

と
、
黒
い
屋
根
瓦
が
白
い
ピ
ル
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
御
池

通
は
京
都
市
の
シ
ン
、
ボ
ル
ロ

l
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ル
の
谷
間
に
町
家
が
か
ろ
う

じ
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
さ
に
京
都
を
象
徴
し
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い

ま
す
(
悶
j
6
)
。

町
家
が
壊
さ
れ
る
原
因
は
、
耐
震
・
防
火
に
対
す
る
不
安
、
暑
い
と
か
寒
い
と
か
、
暮

ら
し
の
習
慣
の
変
化
、
建
物
の
維
持
費
用
、
相
続
税
、
住
人
が
高
齢
と
な
っ
て
住
み
手
が

続
か
な
い
こ
と
、
建
物
が
老
朽
化
し
て
そ
れ
を
在
す
職
人
さ
ん
と
の
出
会
い
が
な
い
と
い

う
問
題
、
そ
し
て
高
層
ビ
ル
が
増
え
て
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
な
ど
の
立
地
環
境
の
悪
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
状
況
と
し
て
、
町
家
の
改
修
・
活
用
が
盛
ん
で
す
。
た
と
え
ば
ニ
措
を
取
り
払

っ
て
吹
抜
け
に
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
昔
の
銭
湯
を
そ
の
ま
ま
喫
茶
庖
に
、
な
ど
と
い
う

例
が
あ
り
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
町
家
を
改
修
し
て
商
売
を
す
る
こ
と
が
第
一
に
な
り
、

東
京
資
本
が
町
家
を
買
っ
た
り
借
り
上
げ
た
り
し
て
は
、
不
適
切
な
改
修
、
見
栄
え
だ
け

の
改
修
を
し
て
し
ま
う
事
例
が
多
い
こ
と
で
す
。



伝統軸組構法と在来執組橋i去の遠い図-4

伝統輪組構法の軸組例

図-5 京町家の3基礎
独立Jよ飴tで、校{止法{誌にむ汚名5し
ないので、免ZS的!変革iをおって
いる c

そ
う
い
う
状
況
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
が
行
政
の
ほ
う
で
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
景
観
法
が
で
き
、
私
は
景
観

重
要
建
造
物
の
指
定
の
委
員
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
現
在
一

O
軒
足
ら
ず
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
資
金

的
な
閣
で
は
フ
ァ
ン
ド
が
で
き
、
改
修

に
対
し
て
助
成
金
を
出
す
。
町
家
の
不

動
産
証
券
化
も
や
り
ま
し
た
。

高
田
先
生
が
お
話
し
に
な
ら
れ
た
、

規
制
改
正
が
さ
れ
、
建
物
の
高
震
を
下

げ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
町
家
に
直

接
関
係
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
建

物
が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
町
家

の
立
地
環
境
整
備
に
な
り
ま
す
。
町
家

の
デ
ザ
イ
ン
を
基
準
に
し
た
デ
ザ
イ
ン

基
準
も
で
き
、
町
家
町
並
み
の
景
観
保

全
と
整
備
と
い
う
意
味
で
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
規
制
案
が
で
き
た
当
時
、
い
ろ

い
ろ
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
新
開
記
事

に
「
死
活
問
題
と
猛
反
対
」
と
あ
る
の

は
、
不
動
産
業
や
広
告
業
か
ら
出
て
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
「
一
般
の
方
は
関

心
低
い
京
都
手
法
」
。
結
果
は
「
規
制

強
化
賛
成
八
割
強
」
と
い
う
こ
と
で
、

市
議
会
で
も
全
会
一
致
で
通
っ
た
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図-6 京都タワーからみる町家・町並みの現状

この30"!oのfiiJに、屋根瓦の111い色がなくなり、ヒ、jレにillて替わって白い!日]になってしまったことがわかる。左下は東本願'B。

1970年2000年



ネットワーク概念~

京町家再生研究会の率業
1 京町家の歴史および特性に係る研究

2 京町家の実態調査および実測・研究
3 京町家の環境、防災、構造などに係る研究
4 京町家における{暮らしJに係る調査・研究
5 京盟T家再生のために必要な法制度に係る誘査・研究

6 京盟T家、町家街区の再生手法の研究および実践
7 ~.各地奥再整備の手法の研究および再整備の実践
B 京町家再生、周知のための諸活動と情報発信
9 京罰T家再生に係る他の組綴との連携活動
10 その他、本会の目的を透成するために必要な事業

京国T家再生研究会回一8

京町家ネットの活動図-7

溜麗盤電罷覆聾塑冨竪聖事書軍曹掘輔

活
動
の
塗
擦

情
報
の
発
信

再
生
の
実
践

再生'"筒銭鈴

賀会計薗

町家街豆袴生

路地奥湾生

閥
凶
査
・
研
究

〈らしの綾子

防火防火椀透)

，会震活度

再生手法

3 

京
町
家
ネ
ッ
ト
の
活
動

わ
れ
わ
れ
の
会
は
い
ま
四
つ
の
会
の
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
(
函

i
7
)
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
分
野
を
受
け
持
ち
な
が
ら
全
体
で
連
携
を
と
っ
て
、
非
常
に

効
果
的
な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
「
京
町
家
再
生
研
究
会
」
が
一

九
九
二
年
に
最
初
に
で
き
た
母
体
で
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
・
研
究
、
そ
し
て
実
際
に
町
家

を
再
生
し
た
り
、
改
修
し
た
り
す
る
実
践
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
皆
さ
ん
に
ア
ピ

i
ル
し

て
い
く
情
報
発
信
、
活
動
の
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を

基
本
趣
旨
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
(
図
i
8
)
。

そ
の
な
か
で
、
伝
統
講
法
が
で
き
る
職
人
さ
ん
、
設
計
者
が
集
ま
っ
て
「
京
町
家
作
事

組
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
補
修
・
改
修
要
望
に
専
門
的
に
取
り
組
む
の
が
こ
の

組
織
で
す
。
本
当
に
町
家
を
大
事
に
し
て
い
け
る
よ
う
な
工
事
内
容
や
担
当
者
の
組
み
立

て
を
事
務
局
で
い
ろ
い
ろ
調
整
し
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
実
践
的
な
活
動
部
分
を
や
っ
て

い
ま
す
(
図

1
2
0

コ
口
小
町
家
友
の
会
」
は
、
町
家
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を
広
く
募
り
、
現

在
は
四

O
O名
近
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
家
の
こ
と
を
勉
強
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
広
め
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。

も
う
一
つ
は
「
京
町
家
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
、
町
家
の
持
ち
主
・
貸
し
主
か
ら
、
こ
の

町
家
を
誰
か
に
活
用
し
て
ほ
し
い
、
あ
る
い
は
売
り
た
い
と
い
う
要
望
物
件
を
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
一
方
で
、
町
家
に
住
ん
で
み
た
い
、
町
家
を
活
用
し
て
何
か
事
業
を
し
て
み

た
い
と
い
う
方
に
も
登
録
し
て
も
ら
い
、
両
方
の
情
報
を
検
討
し
て
、
う
ま
く
条
件
が
合

う
も
の
を
結
び
つ
け
る
わ
け
で
す
(
図
叩
)
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
不
動
産
関
係
が
二
一

O
社

ほ
ど
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
町
家
に
理
解
が
あ
っ
て
、
町
家
を
町
家
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
方
た
ち
で
、
実
際
の
情
報
提
供
と
か
、
不
動
産
業
実
務
を
そ
う
い
う
メ
ン
バ

ー
が
担
う
と
い
う
仕
組
み
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
再
生
研
究
会
で
事
前

に
町
家
の
状
況
調
査
を
し
た
り
、
契
約
を
結
ん
で
か
ら
の
工
事
を
作
事
組
の
ほ
う
で
や
る

と
か
、
友
の
会
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ

i



ネットワーク概念図

京町家作事組の仕事

1 町家の保存・再生のための相談・認査・提案
2 木造建築に熟遼した殺人(技能者)の紹介
3 設計者・コーディネ 1;1 の紹介
4 現地検分と工法の線認
5 工事資の査定と契約に関する劫言
6 町家の保全、改修工事、設計などの監修
7 京lllT家ネットワ クの推進
B 町家の定期診街
9 見学会、セミナーなどの実施
10 広報、普及活動
11 その他、目的達成に必要な各穫の活動

京町家作事組図 9ネットワーク概念図図-10 京町家情報センター

雪量録

-物件チェック
コメント

・ユーザー紹介
オーナー紹介

ク
と
し
て
有
機
的
な
形
で
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
町
家
再
生
は
、
京
町
家
の
歴
史
性
、
特
性
を
正
し
く
継
承
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

ま
た
一
方
で
現
代
的
な
感
性
ゃ
、
技
術
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
展
開
。
こ
の
南
方
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
継
承
と
展
開
の
共
存
、
共
存
と
い
う
よ
り
も
っ
と
つ
な
が
り
が
深

い
同
一
化
と
し
て
や
っ
て
い
く
。
「
持
続
的
制
創
造
」
が
再
生
の
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

巷
に
は
、
手
っ
取
り
早
く
お
金
儲
け
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
情
報
を
合
わ
せ
る
お
見
合
い
が
五
一
件
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
実

は
こ
こ
に
く
る
ま
で
に
オ
i
ナ
l
ユ
ー
ザ
ー
登
録
七

O
一
二
件
、
登
録
物
件
数
六
五
四
件
あ

り
、
そ
の
な
か
で
や
っ
と
五
一
件
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
活

動
と
し
て
は
、
一
件
一
件
を
点
と
し
て
や
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面

と
広
げ
て
い
く
の
が
役
割
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

4 

町
家
の
改
修
例

実
際
の
改
修
例
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
午
前
中
の
見
学
会
コ

i
ス
l
に
ご
参
加
の
方
々
に
は
ご
覧
い
た
だ
い
た
「
山
田

家
」
で
す
。
調
査
に
行
く
と
、
壁
は
横
か
ら
水
が
入
っ
て
漆
喰
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
、
中

の
竹
小
舞
が
見
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
腐
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
ひ
ど
い
状
況
。
こ

れ
が
直
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
お
施
主
さ
ん
は
心
配
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
直
り
ま

す
(
次
賀
、
図
什
)
0

ま
ず
柱
の
足
元
の
腐
り
は
ジ
ャ
ッ
キ
で
持
ち
上
げ
て
根
継
ぎ
と
い
う
こ
と
を
し
ま
す
。

足
元
を
切
っ
て
缶
統
的
な
構
法
で
足
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
揚
げ
前
」
と
い
い
ま

す
。
建
物
が
傾
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
揚
げ
前
を
し
て
、
ユ
ガ
ミ
を
直
す
こ
と
を
「
イ

ガ
ミ
突
き
」
と
い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
直
せ
る
わ
け
で
す
。
既
存
不
適
格
で

あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
建
物
と
し
て
の
維
持
・
保
全
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

キ
ッ
チ
ン
は
使
い
や
す
い
も
の
を
入
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
お
年
寄
り
が
住
め
る
よ
う

な
L
D
K
へ
の
改
修
が
実
現
し
て
い
ま
す
。



出格子のかわりにガラスの窓台として展示ウインドウとし、町とのかかわりを大切に改修した「山田家J図一11

かつては主::1豆をされていた小規
模なi好家。作業場だった!よい土
111]を活かして、外と住まいのゆ

lil]領域のある{1:まいに改修する。
内部はバリアフリーに住めるよ

っLDKIこ。
改修前{土、布のf写真のように

自主の下地のtfr小島fがむき出しに

なっているほどだった由人主主の
足元の腐りは切って根継ぎをし、

ゆがみを直す。告をに!ltiられたベ
ニヤを剥がすと真っ黒く変色し
た援が現れた。家の俊史を表す
ものとして一部はそのまま残し、

2主任としている(ド'1f;:t~) 。

二
階
の
ほ
う
は
、
い
壁
を
一
部
残
し
、
こ
の
家
の
歴
史
を
大
事
に
、
思
い
出
を
残
し

な
が
ら
新
し
く
し
て
い
ま
す
。

玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
広
い
土
聞
が
あ
り
、
昔
は
畳
屋
さ
ん
を
な
さ
っ
て
い
た
の
で
、

こ
こ
で
畳
の
作
業
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
土
問
を
生
か
し
、
そ
の
か
わ
り
、

通
り
庭
の
土
聞
は
帽
の
狭
い
町
家
を
広
く
使
、
つ
た
め
に
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ

の
土
聞
が
表
と
家
の
中
間
領
域
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
が
非
常
に
有
効
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
の
建
具
が
入
っ
た
り
、
表
へ
張
り
出
し
て
い
た
一
階
表
を
元
に
戻
し
、
表
に
は

山
山
ガ
ラ
ス
窓
台
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ご
主
人
が
毎
月
盆
栽
な
ど
の
展

示
を
入
れ
替
え
る
。
町
内
の
人
が
い
つ
も
そ
れ
を
楽
し
み
に
通
ら
れ
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
す
。
町
家
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
町
内
と
の
い
ろ
い
ろ
な
お
つ
き
合
い
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
こ
う
い
う
空
間
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
祇
園
町
の
町
会
所
」
(
図
!
叩
)
は
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
で
か
な
り
傷
ん
で
い
た
町

家
を
、
吹
抜
け
を
つ
く
り
、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

に
よ
っ
て
こ
の
建
物
の
維
持
費
用
が
出
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
町
家
が
生
き
残
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
適
切
な
活
用
を
す
る
と
い
う

こ
と
も
必
要
で
す
。

次
の
事
例
は
、
か
な
り
傷
ん
で
い
た
仕
舞
屋
で
す
が
、
虫
龍
窓
は
焼
夷
弾
が
落
ち
た
時
、

避
難
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
戦
時
中
に
取
っ
払
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
を
復
元
し
、
傷

ん
で
腐
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
き
っ
ち
り
直
し
て
き
れ
い
な
町
家
に
な
っ
た
例
で
す
(
図
i

3
)
。町

家
は
「
寒
い
」
「
暗
い
」
「
使
い
に
く
い
」
と
い
う
の
が
三
要
素
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
土
問
仰
を
上
げ
て
床
を
張
り
、
現
代
の
キ
ッ
チ
ン
も
入
れ
、
床
暖
房
に
し
て
暮
ら

し
ゃ
す
さ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
町
家
の
基
本
的
な
空
間
と
い
う
も
の
は
残
す
。

歴
史
の
継
承
と
現
代
的
な
展
開
、
ま
さ
に
そ
れ
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
が
、
設
計
あ
る

い
は
工
事
を
す
る
者
の
役
割
な
の
で
す
。

こ
の
改
修
を
や
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
外
に
出
て
い
た
息
子
さ
ん
た
ち
が
帰
っ
て

き
て
一
緒
に
住
み
た
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
町
家
再
生
が
家
族
を
呼
び
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内部は、 11日家の弱点であ

る「楽し¥附い、{安いに
くいjをYaJll.するために、
快適さを求めて改修。

l:lilJを L:げて!ぷを係り、
床暖房も設[打。しかし京
冊]家の特徴のハシリの~~~~
かなiりd友け空Ilijをお5かし、
おくどさんを現代のキッ
チンセットのドlこF主して
いる。

改修後、息子さん家族
が決って一緒に住むこと

になり、伝統+税{~技術
で31仕代I;;JI万が実現した。

寄
せ
る
と
い
う
こ
と
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
増
築
も
し
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
全
体
の
確
認
申
請
は
出
し
て
い
ま
す
が
、
別
棟
の
増
築
部
分
は
劫
火
構
造
の

関
係
で
土
蔵
造
り
、
主
家
の
方
は
既
存
不
適
格
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
改

修
工
事
を
や
っ
て
い
く
、
増
築
も
含
め
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

京
都
の
町
中
に
あ
る
お
醤
治
屋
さ
ん
の
事
例
で
す
(
次
頁
、
図
|
叫
)
O

い
ま
だ
に
木
の
樽

を
鈍
っ
て
醸
造
し
て
い
る
。
こ
れ
を
き
れ
い
に
整
理
し
ま
し
て
、
中
に
お
客
さ
ん
が
入
れ

る
よ
う
に
し
て
、
観
光
客
が
訪
れ
て
は
お
土
産
を
買
っ
て
い
く
と
い
う
企
爾
を
立
て
て
、

改
修
し
ま
し
た
。

西
本
願
寺
前
の
仏
具
屋
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
数
珠
屋
さ
ん
(
次
頁
、
図

日
)

0

全
部
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
な
っ
て
い
た
の
を
元
の
姿
に
戻
し
、
中
で
職
人
さ
ん
が
座
っ

て
数
珠
を
つ
く
っ
て
い
る
の
を
克
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
み

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

モ
ル
タ
ル
で
表
に
く
っ
付
け
た
よ
う
な
看
板
建
築
も
、
そ
れ
を
取
っ
払
っ
て
、
少
し
手

を
入
れ
ま
す
と
、
元
の
姿
が
簡
単
に
蘇
り
ま
す
(
次
頁
、
図
|
市
)
0

簡
単
と
い
っ
て
も
費
用
は

必
要
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
実
際
の
改
修
実
践
以
外
に
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
的
な
取
り
組
み
を
や
っ

て
き
ま
し
た
。
京
町
家
の
建
物
・
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
実
態
調
査
を
し
た
り
、
「
京
町
家
歳

時
記
」
と
誼
っ
て
、
参
加
者
を
集
め
、
お
茶
の
会
と
か
、
お
盆
の
過
ご
し
方
と
か
、
町
家

の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
会
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
冷
房
を
入
れ
な
い
、
暖
房
を
入
れ
な
い

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
。
技
術
に
つ
い
て
は
、
設
計
施
工
交
流
会
と
い
う
こ
と
で
、
設

計
す
る
側
の
建
築
士
会
と
施
工
す
る
側
の
組
合
と
が
一
緒
に
勉
強
会
を
す
る
企
画
も
や
っ

て
い
ま
す
。

要
は
、
暮
ら
し
で
あ
る
と
か
技
術
、
資
材
、
防
災
、
活
用
、
資
金
、
制
度
、
景
観
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
と
い
う
、
非
常
に
多
様
で
複
合
的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

防
火
に
つ
い
て
は
、
水
幕
を
つ
く
っ
て
訪
火
構
造
を
つ
く
れ
な
い
か
と
い
う
実
験
を
や

っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
研
究
者
に
よ
る
実
験
や
研
究
の
結
果
、
木
を
使
い
な
が
ら
防
火

構
造
が
で
き
る
と
い
う
成
果
が
出
て
、
現
在
、
告
示
改
正
ま
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
し
て
は
、
京
都
市
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
い
う
行
政



サ
イ
ド
と
の
連
携
、
地
の
組
織
と
の
連
携
。
全
国
ネ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
町
家
再

生
交
流
会
を
一
昨
年
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
活
動
国
体
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
そ
う
い
う
全
国
的
な
活
動
の
連
携
を
行
な
い
、
お
互
い
に
力
を
高
め
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
建
築
学
会
の
ほ
う
と
も
い
ろ
い
ろ
と
連
携
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
「
京
都
の
都
市
景
観
特
別
研
究
委
員
会
」
に
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
現
在
活
動
一
五
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
住
み
手
の
意
識
も
か

な
り
向
上
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
技
術
に
閲
し
て
も
か
な
り
修
得
し
た
り
、
継

承
し
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

図-14 辰吉南の改修一3つの裁のシンボル性を活かした景観づくり

京者lir!T上京i互にある深
井議irll本Ji!iの改修。!恋
史日守変j翠を調査して原

型を把援し、あくまで
も町家の原:il~，こ忠突な
改修を施す。

京都iii絞・まちづくり
会すまいづくり銭円俊
秀賞を受賞。

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
市
民
が
、
町
家
再
生
を
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
拠
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
し
て
共
有
し
て
、
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

5 

町
家
再
生
の
現
代
的
意
義

町
家
は
、
歴
史
文
化
を
根
拠
と
し
た
持
続
的
な
創
造
行
為
に
よ
っ
て
個
性
あ
る
景
観
・

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
大
き
な
資
産
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
京
都
だ
け
の
話
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
町
家
の
優
れ
た
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
建
物
が
も
っ
て
い
る
要
素
を
現

代
に
生
か
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
お
い
て
町
の
歴
史
を
大
事
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

基
本
的
な
現
代
的
意
義
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
い
る
活
動
は
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

活
動
で
す
。
行
政
と
連
携
を
も
ち
つ
つ
、
市
民
と
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
も
の
に
対
応
し

て
い
く
。
そ
れ
を
点
か
ら
菌
ヘ
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
。
町
家
再
生
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
共
有
、
町
の
共
有
意
識
に
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
物
件
を
や

っ
て
い
く
。
行
政
は
上
か
ら
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
な
対
応
の
し
か
た
で
い
い
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
れ
と
前
面
か
ら
の
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

更
に
複
合
的
な
課
題
に
対
し
て
総
合
的
な
取
り
組
み
。
実
践
と
理
論
、
専
門
性
を
も
っ

た
活
動
と
そ
の
連
携
、
そ
の
た
め
の
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
。
さ
ら
に
は
そ

の
連
携
の
広
が
り
。
こ
う
い
う
中
身
を
も
っ
た
活
動
そ
の
も
の
が
大
き
な
現
代
的
意
義
を

持
っ
て
い
る
と
い
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

6 

町
家
の
優
れ
た
特
性
を
継
承
し
、
積
極
的
に
活
か
し
た
都
市
住
居

つ
に
は
、
都
市
住
居
の
あ
り
方
の
基
本
理
念
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
、
社
会

と
の
同
一
化
。
ま
さ
に
地
域
に
根
ざ
し
て
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

都
市
住
居
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
町
家
・
町
並
み
の
優
れ
た
特
性
を
寂
り
込
ん
で

い
く
、
と
い
う
こ
と
。
一
つ
ひ
と
つ
の
建
物
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
町
並
み
と
し
て
、

あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
関
係
性
を
大
事
に
し
た
共
同
住
宅
。
町
家
型
共
間
住
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ffi11-16 看板建築も元の姿を蘇らせることができる
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になってしまっていても、復元
は可能だ。

宅
、
あ
る
い
は
町
な
み
共
有
型
住
宅
。
こ
う
い
う
こ
と
が
町
家
そ
の
も
の
が
も
っ
て
い
る

要
素
と
し
て
の
住
居
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
す
で
に
町
家
型
共
同
住
宅
で
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

・
職
住
共
存
。
こ
れ
を
基
本
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
つ
く
る
。

・
両
側
町
は
表
通
り
を
根
拠
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
合
可
能
と
す
る
。

・
表
の
外
観
と
町
、
な
み
。
こ
れ
は
人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
、
温
か
み
の
あ
る
木
の
表
情
、
あ

る
い
は
庇
謀
、
屋
根
線
の
統
一
秩
序
。
格
子
な
ど
の
要
素
に
よ
る
変
化
を
も
ち
な
が
ら

魅
力
の
あ
る
町
な
み
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
町
家
の
要
素
を
外
観
に
活
か
す
。

・
奥
行
き
活
用
型
の
密
集
。
隣
接
地
と
の
隔
離
に
よ
る
低
層
・
高
密
度
、
内
と
外
の
中
間

領
域
と
し
て
の
土
問
・
通
り
庭
に
よ
る
表
通
り
と
の
つ
な
が
り
と
奥
虚
空
地
の
活
用
、

連
担
し
た
奥
の
緑
地
空
間
山
に
よ
る
良
好
な
都
市
環
境
。
町
家
が
も
っ
て
い
る
密
集
の
あ

り
方
と
い
う
も
の
を
活
か
す
。

・
自
然
と
の
共
生
、
省
資
源
持
続
型
住
賠
シ
ス
テ
ム
、
季
節
や
自
然
を
感
じ
る
豊
か
な
暮

ら
し
。
こ
れ
も
す
で
に
町
家
型
共
同
住
宅
の
な
か
で
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
そ
う
い
う
ゆ
と
り
の
場
所
を
と
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
有
効
率
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
費
用
の
問
題
、
経
済
的
に
成
り
立
つ

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
常
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
け
ば
い
い
の

か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

・
今
一
つ
は
住
居
を
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
都
市
住
居
創
造

の
取
り
総
み
が
大
事
で
あ
っ
て
、
住
み
手
、
つ
く
り
手
、
支
援
者
に
よ
る
有
機
的
な
連

携
、
仕
組
み
が
さ
ら
に
実
現
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

現
代
の
町
家
と
い
う
の
は
、
伝
統
的
・
歴
史
的
な
木
造
都
市
居
住
建
築
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
木
造
だ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
京
都
の
町
を
こ
れ
か
ら
も

つ
く
っ
て
い
く
町
家
の
あ
り
方
は
、
京
都
の
町
に
ず
っ
と
存
在
し
て
き
た
町
家
を
よ
く
よ

く
な
が
め
考
え
て
、
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。



〔
講
演
]
|
|
2

景
観
保
全
と
拐
災
の
両
立
を
め
ざ
し
た
ま
ち
申
つ
く
り
l

州
問
一
問
地
区

上
林
研
二

祇
関
町
南
側
地
区
は
、
現
在
で
も
営
業
中
の
京
都
で
最
も
大
き
い
茶
屋
街
で
す
。

九
九
年
六
月
に
京
都
市
の
市
街
地
景
観
整
備
条
例
に
よ
る
厩
史
的
景
観
保
全
修
景
地
区
に

指
定
さ
れ
、
国
の
伝
建
制
度
に
準
じ
た
、
京
都
市
独
自
の
支
援
策
に
よ
る
町
並
み
景
観
の

銀
全
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

当
初
は
指
定
地
区
の
大
半
に
準
防
火
地
域
、
四
条
通
に
は
防
火
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い

て
、
木
祝
を
あ
ら
わ
し
た
意
匠
が
規
制
さ
れ
る
な
ど
、
伝
建
地
区
制
度
に
は
な
い
建
築
保

全
上
の
困
難
さ
を
も
っ
て
こ
の
制
度
は
出
発
し
て
い
ま
す
。

市
街
地
景
観
整
備
制
度
は
一
九
七
二
年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
そ
の
見
直

し
に
関
す
る
基
本
計
閣
の
策
定
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
条
文
の
起
案
に
も
か

か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
現
在
の
制
度
は
一
九
九
五
年
に
制
定
し
、
「
市
街
地
景
観
整

備
条
例
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
業
務
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
祇
園
町
の
活
動
家
の
皆

さ
ん
か
ら
、
「
残
っ
て
勉
強
せ
い
」
と
い
わ
れ
、
祇
居
可
荷
側
地
医
協
議
会
の
顧
問
と
い
う

形
で
、
約
一

O
年
地
域
活
動
を
見
つ
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
は
、
地
区
の
沿
革
、
歴
史
的
景
観
保
全
修
景
地
区
と
は
何
か
、
そ
し
て
京
都
市

が
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
あ
あ
な
る
ほ
ど
こ
う
い
う
地
区
な
の
だ
と
い
う
情

報
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
な
ぜ
地
区
協
議
会
が
で
き
た
の
か
や
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
、

町
並
み
景
観
、
人
づ
く
り
と
い
っ
た
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 九

祇
園
町
南
側
地
区
の
沿
革

祇
閤
町
南
側
地
区
は
、
市
内
の
茶
屋
街
の
な
か
で
も
最
も
後
発
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
近

世
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
で
き
て
い
る
の
に
比
べ
、
こ
の
南
側
の
市
街
地
形
成
は
明
治

以
降
で
す
。
一
八
六
八
年
の
絵
閣
を
克
る
と
、
祇
闘
町
通
(
現
在
の
四
条
通
)
の
南
側
の

こ
の
あ
た
り
は
建
仁
寺
の
竹
薮
で
し
た
(
図

1
)
0
竹
薮
が
な
ぜ
茶
屋
街
に
な
っ
て
い
く

の
か
。い

ろ
い
ろ
な
史
料
や
、
お
茶
屋
「
一
力
」
の
言
い
伝
え
な
ど
を
開
き
ま
す
と
、
江
戸
末

期
、
つ
ま
り
維
新
前
夜
、
神
社
や
町
衆
が
、
よ
く
勤
王
の
志
士
を
支
え
た
。
嘘
か
ま
こ
と

か
、
官
箪
の
錦
の
御
旗
は
芸
舞
妓
の
金
欄
の
帯
、
だ
と
い
う
話
も
地
元
に
は
ま
こ
と
し
や
か

あ
る
じ

に
流
れ
て
い
ま
す
し
、
一
力
の
主
の
娘
さ
ん
は
大
久
保
利
通
卿
の
後
妻
さ
ん
で
す
。
結
果

と
し
て
そ
う
な
っ
た
に
し
ろ
、
国
と
ツ

l
カ
l
の
仲
だ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
勤
皇
派
だ
け
を
援
助
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
佐
幕
派
に
も
手
を
替
え
品
を
変

え
応
援
し
た
わ
け
で
す
が
、
と
も
あ
れ
決
着
が
つ
い
て
、
大
久
保
さ
ん
た
ち
を
志
援
し
た

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
報
わ
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

東
山
の
里
一
帯
に
は
大
き
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
が
実
は
明
治
の
初
期
に
大

き
く
揺
る
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
寺
に
は
鎮
守
社
が
あ
り
、
神
社
に
は
寺
が
あ
る

と
い
う
形
が
、
近
世
期
は
一
般
的
で
し
た
の
で
、
慶
応
末
期
に
出
さ
れ
た
神
仏
分
離
例
は

激
震
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
地
元
の
祇
園
社
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
出
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
予
想
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
速
さ
で
延
磨
寺
か
ら
離
脱
し
て
、
名
前
も
「
八
坂
神
社
」

と
変
え
る
わ
け
で
す
。

明
治
一
一
年
に
上
知
令
が
行
な
わ
れ
て
、
建
仁
寺
の
竹
薮
で
あ
る
と
か
、
使
っ
て
い
な
い

領
地
が
没
収
さ
れ
ま
す
が
、
非
常
に
細
か
く
寵
い
方
も
決
め
て
「
お
ま
え
の
と
こ
ろ
に
払
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い
下
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
最
初
に
建
仁
寺
の
竹
薮
を
地
元
が
手
に
入
れ
ま
す
。

鼻
薬
が
利
い
た
わ
け
で
す
。

ま
ず
最
初
に
道
路
を
つ
く
っ
て
茶
屋
街
の
形
成
に
着
手
し
ま
す
。
ほ
ほ
当
時
の
四
条
通

と
同
じ
七

m
幅
の
道
路
を
建
仁
寺
の
境
内
地
ま
で
突
き
抜
け
さ
せ
て
、
花
見
小
路
を
つ
く

る
。
八
坂
神
社
の
南
門
(
正
門
)
に
も
連
絡
さ
せ
る
よ
う
な
道
路
(
南
園
小
路
)
を
設
け

ま
す
し
、
近
世
か
ら
あ
っ
た
宮
川
と
い
う
茶
屋
街
に
も
つ
な
げ
る
(
初
音
小
路
)
と
い
う

形
の
骨
組
み
を
設
け
て
市
街
地
の
形
成
に
着
手
し
ま
す
(
図
1
3
)
0

明
治
の
中
ご
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
四
条
通
の
北
側
が
拡
幅
さ
れ
ま
す
。
四
条
通
(
祇
鹿

町
通
)
の
北
側
に
も
多
く
の
お
茶
屋
が
並
ん
で
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
人
た
ち

が
新
し
く
開
発
さ
れ
た
南
側
に
少
し
ず
つ
流
入
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
正
と
改
元
し
た
一
九
二
一
年
、
貸
座
敷
寂
締
規
則
が
改
正
さ
れ
、
四
条
通
と
大
和
大

時
過
に
あ
る
お
茶
屋
は
「
営
業
は
ま
か
り
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
制
が
出
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
南
側
が
脹
や
か
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
次
に
四
条

通
南
側
が
拡
幅
さ
れ
る
な
か
で
、
私
は
「
九
尺
小
路
」
と
呼
ん
で
い
る
細
街
路
を
つ
く
っ

て
開
発
が
進
み
ま
す
。
図
に
「
松
竹
」
と
付
い
て
い
る
の
は
、
映
画
会
社
の
松
竹
の
開
発

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
(
図
|
4
)
0

一
力
も
、
敷
地
北
側
、
四
条
通
に
入
口
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
花
見
小
路
側
に
玄
関

口
を
付
け
替
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
は
「
潰
す
に
及
ば
ず
」
と
し
て
残
っ
た
わ
け
で

す。
そ
の
後
、
町
の
発
展
は
順
調
で
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
道
路
を
加
え
て
現
在
の
姿
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
(
図
|
2
)
0

2 

歴
史
的
景
観
保
全
修
景
地
区
制
度

一
九
九
五
年
三
月
に
市
街
地
景
観
整
備
条
例
が
で
き
上
が
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
景
観
を
整
え
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
が

で
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
歴
史
的
景
観
保
全
修
景
地
区
」
で
す
。

さ
て
、
一
九
七
二
年
の
市
街
地
景
観
条
例
は
、
美
観
地
区
九
一
一
一

O
M
を
指
定
す
る
と
い

う
形
で
実
を
結
ん
だ
の
で
す
が
、
東
山
の
里
景
観
を
整
え
る
こ
と
が
主
で
、
「
市
街
地
景
観
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条
例
」
と
は
い
っ
て
い
る
も
の
の
、
先
ほ
ど
大
谷
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
町
家
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
洛
中
の
大
半
は
美
観
地
誌
に
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
「
風
致
景
観
を

整
え
る
」
と
い
っ
た
ほ
、
つ
が
い
い
市
街
地
景
観
条
例
で
し
た
(
図
1
6
)
0

一
九
九
五
年
に
全
部
改
正
を
し
た
条
例
は
、
美
観
地
灰
一
は
二
種
類
か
ら
五
種
類
に
拡
大

し
、
面
積
も
約
ニ
倍
の
一
八

O
O
Mを
指
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
浩
中
だ
け
で
は
な
く

て
、
伏
見
と
い
う
旧
市
街
地
も
取
り
込
ん
で
美
観
地
区
の
指
定
を
し
て
い
ま
す
。
「
ほ
こ

ろ
び
た
」
町
並
み
景
観
を
整
備
し
直
そ
う
と
い
う
意
気
込
み
で
大
々
的
に
や
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
巨
大
工
作
物
の
規
制
区
域
制
度
も
全
面
的
に
変
え
て
、
六
九

O
O
凶
の
広
さ
に

及
ぶ
建
造
物
修
景
地
区
を
指
定
し
ま
す
。
美
観
地
区
の
周
り
を
建
造
物
修
景
地
区
で
閉
っ

て
、
そ
の
外
側
に
風
致
地
涯
を
設
け
る
。
京
都
の
景
観
を
も
う
一
度
整
え
直
そ
う
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
や
り
だ
し
た
わ
け
で
す
(
図
1
6
は
二

O
O
七
年
の
景
観
計
画
図
)
。
歴
史

的
景
観
保
全
修
景
地
区
は
、
美
観
地
区
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
和
風
の
景
観
を
強
く
も
っ

て
い
る
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

地
区
を
指
定
す
る
と
、
併
せ
て
歴
史
的
景
観
保
全
修
景
計
画
を
策
定
し
、
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
修
景
計
閣
は
、
建
築
物
、
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
寵
、
規
模
を
特
定
し
ま

す
。
形
態
も
、
意
置
も
、
非
常
に
細
か
く
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
窮
屈

な
中
身
で
す
。
こ
れ
ら
は
美
観
地
区
二
種
、
あ
る
い
は
三
種
の
規
制
に
相
当
の
上
乗
せ
を

す
る
と
い
う
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
す
。

そ
の
地
区
の
な
か
で
新
築
、
あ
る
い
は
模
様
替
え
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
す
べ
て
市
長

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
後
で
し
か
建
築
の
確
認
申
請
が
で
き
な
い
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
承
認
の
基
準
は
、
ま
た
細
か
く
書
い
て
あ
り
、
建
物
全
体
が
見
せ
る
建
築
の
様
式

も
、
地
区
が
指
定
し
て
い
る
様
式
で
な
い
と
い
け
な
い
。
さ
ら
に
は
、
道
路
か
ら
見
え
る

部
分
の
階
数
は
一
一
一
階
以
下
で
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

一
二
一
条
に
、
修
理
・
修
繕
費
用
の
発
生
に
対
し
て
京
都
市
が
補
助
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
の
中
身
は
、
伝
建
地
詑
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
伝
建
は
文
化
財
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
り

ま
す
。



3 

祇
園
町
南
側
地
区
の
修
景
計
画

祇
関
町
の
修
景
計
掴
は
一
九
九
九
年
六
月
に
告
示
さ
れ
ま
す
が
、
祇
園
町
南
側
地
区
、
だ

け
が
指
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
近
世
期
か
ら
の
茶
屋
地
区
で
あ
る
宮
川
町
、
八
坂
の

塔
か
ら
伸
び
て
く
る
八
坂
通
地
区
も
含
め
て
、
…
体
の
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
の
位
置
は
、
道
路
か
ら
大
き
く
後
退
し
て
は
い
け
な
い
。
…
・
八

m
以
上
離
れ
て

は
い
け
な
い
。
建
物
の
規
模
は
、
高
さ
は
一
一
九

m
以
下
、
公
共
用
空
地
か
ら
見
え
る
部
分

は
一
一
一

m
以
下
に
抑
え
な
さ
い
。
形
態
も
非
常
に
細
か
い
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
屋

根
は
切
妻
平
入
り
、
勾
配
は
一

O
分
の
三
か
ら
一

O
分
の
凹
・
五
、
道
路
に
面
し
て
は
深

い
軒
、
一
時
は
通
り
庇
を
設
け
な
さ
い
、
屋
根
は
日
本
瓦
あ
る
い
は
鋼
板
、
外
観
は
真
接

造
り
を
基
調
と
す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
準
防
火
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
外
観
は
真

壁
造
り
」
と
乱
暴
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
通
り
に
面
し
た
一
階
関
口
部
は
和

風
デ
ザ
イ
ン
で
、
格
子
な
ど
を
組
ん
で
ガ
ラ
ス
揺
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
ま
す
。

花
見
小
路
通
に
面
す
る
敷
地
に
お
い
て
は
、
一
二
階
の
表
側
の
控
は
道
路
か
ら
お
お
む
ね

図-7 祇園町南側地区の歴史的様式(建築調査の結巣)
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四

m
以
上
後
退
さ
せ
る
。
そ
の
他
の
通
り
で
は
三

m
以
上
後
退
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
午
前
中
の
見
学
会
コ
!
ス

2
で
も
、
「
な
ぜ
あ
ん
な
に
後
退
し
て
い
る
の
か
。
後
退
し

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
こ
う
い
う
基

準
を
設
け
た
前
後
で
景
観
が
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

軒
も
、
申
し
わ
け
程
震
に
出
す
の
で
は
、
な
く
て
、
半
開
出
し
な
さ
い
、
通
り
に
面
し
た

二
階
の
窓
に
は
可
能
な
親
り
簾
を
か
け
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

極
め
つ
け
は
歴
史
的
な
様
式
を
特
定
し
た
こ
と
で
す
。
茶
屋
様
式
で
は
七
種
類
指
定
し
、

ど
れ
か
に
合
わ
せ
て
修
景
・
修
繕
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
新
築
も
、
そ
う
し

た
も
の
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
(
図

7
)
。

4 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

地
区
指
定
に
際
し
て
京
都
市
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
協
議
会
が
か
な
り
応

援
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
調
査
で
す
が
、
祇
園
町
南
側
地
区
の
有
効
回
収
は
一
八

八
票
あ
り
ま
し
た
。

比
較
の
た
め
に
、
宮
川
町
地
区
と
四
条
通
の
南
側
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
併
記
し
ま
し

た
。
宮
川
町
は
近
世
間
期
か
ら
の
茶
屋
街
、
西
条
通
南
側
は
そ
れ
よ
り
も
古
く
、
祇
菌
さ
ん

(
現
・
八
坂
神
社
)
の
参
詣
道
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
歴
史
的
な
も
の
と

明
治
期
以
降
の
市
街
地
の
意
識
の
違
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
敷
地
の
広
さ
」
|
|
祇
園
町
南
側
地
区
は
、
九

o
d未
満
、
一
ニ

0
2
m
未
満
あ
た
り
が
多

く
、
宮
川
町
と
比
べ
、
少
し
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
土
地
の
所
有
形
態
」
|
|
こ
れ
は
特
教
的
で
、
祇
園
町
南
側
は
ほ
ぼ
半
数
近
く
が
借
地

持
家
。
明
治
政
府
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
土
地
が
飼
人
に
分
割
所
有
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

女
紅
場
学
厨
と
い
う
法
人
が
大
き
な
家
主
に
な
っ
て
所
有
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
個
々
人

が
建
て
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
町
家
が
建
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
宮
川
町
は
圧
倒
的
に
持

地
持
家
で
、
四
条
通
は
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

「
建
築
時
期
」
|
|
祇
園
町
南
側
で
は
、
だ
い
た
い
明
治
と
か
大
正
の
時
代
の
も
の
が
多
く
、

宮
川
町
も
同
じ
よ
う
で
す
が
、
少
し
後
期
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
世

期
の
も
の
が
ど
こ
か
で
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
条
通
商
は
近



代
的
な
ピ
ル
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
江
戸
時
代
の
建
物
も
少
な
く
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
建
物
の
構
造
」
|
|
祇
闘
阿
南
側
で
は
一
一
一
分
の
こ
が
木
造
真
壁
。
木
机
を
あ
ら
わ
し
た

ス
タ
イ
ル
で
建
っ
て
い
る
。
宮
川
町
は
木
造
真
壌
が
七
五
%
と
も
っ
と
高
く
、
四
条
通
南

は
い
ろ
い
ろ
な
形
態
の
建
て
方
に
な
っ
て
い
る
。

「
建
物
の
階
数
」
|
|
祇
関
町
南
側
で
は
圧
倒
的
に
二
階
建
て
で
す
。
そ
の
他
は
少
し
ず

つ
高
度
化
が
関
ら
れ
て
い
る
。

お
茶
屋
は
だ
い
た
い
階
下
で
暮
ら
し
て
、
お
客
は
二
階
で
接
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
「
併
用
住
宅
」
が
半
分
少
し
超
え
て
い
ま
す
。
宮
川
町
も
似
た
傾
向
で
す

が
、
「
事
業
専
用
」
は
祇
関
町
の
ほ
う
が
多
い
。
つ
ま
り
、
夜
住
ま
な
い
人
も
増
え
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
四
条
通
南
は
非
常
に
高
い
割
合
で
併
用
住
宅
、
つ
ま
り
、
ど
な
た
か

が
住
ん
で
営
業
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
地
域
の
人
が
建
物
で
満
足
し
て
い
る
点
」

i
l祇
園
町
南
側
で
は
「
外
観
の
風
格
」
に

満
足
す
る
点
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ほ
か
の
地
区
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、
宮

川
町
で
は
専
用
住
宅
の
多
さ
も
あ
り
、
「
住
み
心
地
」
に
高
得
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
定
住
意
向
」
|
|
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
定
住
意
向
は
非
常
に
重
要
な
指
探
で

す
。
ず
っ
と
住
み
続
け
て
い
る
人
が
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
ま
ち
づ
く
り
は
強
い
も
の
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
祇
園
町
南
側
で
は
七
一
一
一
%
が
「
ず
っ
と
住
み
続
け
る
」
と
い
っ
て
い
ま

す
。
宮
川
町
は
そ
れ
よ
り
も
抵
く
、
凶
条
通
南
は
祇
園
町
南
側
よ
り
高
い
割
合
で
定
住
性

が
見
ら
れ
ま
す
。

「
住
み
続
け
る
理
由
」

i
i
「
商
売
の
都
合
上
離
れ
ら
れ
な
い
」
が
祇
間
町
南
側
で
は
四

二
%
、
「
町
の
雰
囲
気
が
好
き
」
が
一
一
一
九
%
、
「
伝
統
や
文
化
を
守
る
」
も
非
常
に
高
い
数

字
で
す
。

「二

0
年
間
の
改
善
履
歴
」

1
1
8
接
客
業
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
「
畳
の
入

れ
替
え
」
「
室
内
の
壁
の
修
繕
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
“
つ
く
り
の
中
心
方
針
」
|
|
「
飲
食
・
装
客
業
中
心
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
や
る
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
宮
川
町
も
ほ
ぼ
同
じ
。
四
条
通
南
は
「
観
光
振
興
を

中
心
」
と
な
り
、
少
し
分
か
れ
て
い
ま
す
。

「
整
備
を
望
む
公
共
施
設
」

t
i
i
「
電
線
・
電
柱
の
整
理
」
が
南
側
で
は
六
一

常
に
高
く
、
次
い
で
「
鴻
火
栓
な
ど
防
災
設
舗
の
整
備
」
で
す
。

「
景
観
整
備
の
目
的
」
|
|
a
祇
闘
町
南
側
で
は
「
伝
統
的
文
化
の
保
全
」
と
い
う
の
が
非

常
に
高
い
割
合
な
の
に
対
し
、
宮
川
町
は
「
住
み
や
す
い
環
境
の
整
備
」
と
い
う
こ
と
で
、

住
環
境
の
ほ
う
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
。
祇
園
町
南
側
で
は
「
地
域
来
訪
者
を
増
や
す
」

と
い
う
の
が
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
客
が
ふ
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
の
が
こ
の
結
果
か
ら
も
読
み
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
景
観
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
」

i
i
「
区
域
全
体
を
く
く
っ
て
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
が
祇
園
町
南
側
で
す
。
宮
川
町
の
ほ
う
は
、
も
と
も
と
長
く
通
り
に
沿
っ
て
市
街
地

が
整
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
特
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
「
街
路
を
選
ん
で
通
り

景
観
を
整
織
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
は
ど
う
い
う
建
物
を
建
て
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
な
く
、
「
ほ
か
の
人
が

建
て
る
と
し
た
ら
ど
う
い
う
も
の
を
希
望
し
ま
す
か
」
と
開
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
建
物
の

位
置
で
は
「
半
開
ほ
ど
下
が
っ
て
建
て
・
な
さ
い
」
、
建
物
の
構
造
は
「
木
造
を
中
心
に
し
な

さ
い
」
、
階
数
は
「
二
階
建
て
」
、
外
観
意
匠
は
「
伝
統
様
式
を
守
り
な
さ
い
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
に
存
在
す
る
と
匝
る
業
種
」
は
、
「
場
外
馬
券
売
場
」
と
「
風
俗
営
業
」
で
し
た
。

二
%
と
非

5 

祇
園
町
南
側
地
区
協
議
会
の
活
動

こ
う
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
協
議
会
の
協
力
で
実
施
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
協

議
会
は
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
一
九
九
五
年
に
市
街
地
景
観

整
備
条
例
が
で
き
、
「
一
九
九
六
年
か
ら
祇
園
町
南
側
を
含
め
て
景
観
調
査
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
が
新
開
記
事
に
載
り
ま
し
た
。
地
元
の
町
会
長
の
杉
浦
さ
ん
が
「
そ
ん
な
こ
と
開

い
て
な
い
。
誰
が
お
願
い
を
し
て
そ
う
い
う
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
」
と
京
都

市
に
ね
じ
込
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
京
都
市
か
ら
「
あ
な
た
が
一
言
っ
て
い
る
こ
と
は
地
元
の

総
意
で
し
ょ
う
か
」
と
い
な
さ
れ
て
、
「
そ
う
だ
。
総
意
を
つ
く
ら
・
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
に
戻
っ
て
ほ
か
の
町
会
長
さ
ん
た
ち
と
相
談
を
し
て
、
そ
の
年
の

八
月
に
、
約
三

O
O
人
と
い
う
地
区
の
全
員
が
加
入
す
る
協
議
会
を
設
立
さ
せ
た
の
で
す



南
側
関
地
紋
協
が
発
建

部
削
減
策
定
泌
総
中
市
と
組
制
綴

図…8 地区協議会の設立を報じる新聞記事

IHTの方向{土地元が決める 地IR全員が加入して発足。

ーま叫

図 9 協議会は(私設消火栓〉の設鐙を呼びかけ

水道管は40mmf壬だが、本終的な消火栓と遜色がなく初期消化に威力を発症11する。
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私設消火栓経i(ィi'i火後*'、ノクス)と中を|剥けたところ

抵園町発展自分たちで
図-10 私設消火栓の分布と初期消火可能範盟

(図

8
)
。

協
議
会
設
立
を
取
材
し
た
新
聞
が
、
「
住
民
の
皆
さ
ん
は
「
京
都
市
の
勝
手
に
さ
せ
へ

ん
で
』
と
い
う
て
ま
っ
せ
」
と
大
々
的
に
報
じ
た
わ
け
で
す
(
図
|
8
)
O

「
観
光
名
所
に

し
て
は
い
け
な
い
」
「
町
の
方
向
は
役
所
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
地
元
が
決
め
る
の
だ
」

と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
っ
た
わ
け
で
す
。
で
、
「
当
局
と
正
式
に
折
衝
で
き
る
組
織

を
つ
く
る
」
と
設
立
趣
意
書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
整
備
計
画
の
立
案
以
前
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
最

初
の
活
動
は
、
防
災
を
中
心
に
進
み
だ
し
ま
す
。
そ
の
成
果
が
、
私
設
消
火
栓
の
設
置
で

す
。
火
事
の
際
は
、
地
毘
の
全
員
が
こ
の
一
扉
を
開
け
て
中
の
ホ

i
ス
を
も
っ
て
初
期
消
火

に
駆
け
つ
け
る
(
図
1
9
)
0

一
九
九
八
年
か
ら
大
規
模
な
訓
練
を
や
っ
て
い
ま
す
。

私
設
消
火
栓
に
よ
っ
て
地
区
の
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
が
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
機
械
的
な
消
火
力
は
相
当
整
備
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
設
消
火
栓
は
四

O
m径

で
す
が
、
本
格
的
な
消
火
栓
と
遜
色
が
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
(
殴
i
叩
)
O

6
町
並
み
景
観
の
整
備

歴
史
的
景
観
保
全
修
景
地
区
で
は
、
新
築
あ
る
い
は
大
規
模
な
改
善
を
す
る
と
き
に
は
、

建
築
確
認
を
山
山
す
前
に
京
都
市
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
確
認

申
請
が
要
ら
な
い
も
の
は
野
放
図
に
な
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。
そ
こ
で

地
元
で
は
、
京
都
市
に
も
そ
う
い
う
制
度
を
つ
く
っ
て
進
め
て
も
ら
う
け
れ
ど
、
地
元
と

し
て
も
景
観
協
定
を
独
自
に
結
ん
で
小
さ
な
建
築
行
為
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

地
区
が
指
定
さ
れ
て
以
降
は
京
都
市
の
補
劫
も
ど
ん
ど
ん
と
ふ
え
、
一
九
九
九
年
か
ら

昨
年
ま
で
の
七
年
間
で
ざ
っ
と
九

0
0
0
万
円
が
補
助
さ
れ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

通
り
の
お
畳
も
で
き
、
町
並
み
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

地
元
は
私
設
消
火
栓
で
活
火
力
を
整
え
て
く
る
。
し
か
も
、
大
規
模
な
訓
練
を
毎
年
や

る
。
つ
ま
り
、
大
事
な
人
の
消
火
力
も
整
え
る
。
こ
う
い
う
こ
つ
の
鵠
火
力
を
も
っ
て
、

京
都
市
に
「
準
防
火
を
外
せ
」
と
要
望
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
京
都
市
は
地
元
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
、
準
防
火
地
域
の
解
除
を
検
討



し
ま
す
。
建
物
の
内
部
は
不
燃
性
の
高
い
も
の
で
つ
く
る
と
か
、
火
を
出
さ
な
い
よ
う
な

仕
掛
け
に
す
る
と
い
う
上
乗
せ
の
基
準
は
付
く
わ
け
で
す
が
、
当
初
か
ら
要
望
し
て
い
た

木
机
を
あ
ら
わ
に
し
た
外
観
は
オ
ー
ケ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
(
翻
|
什
)

0

劫
火
、

準
防
火
地
域
が
外
れ
る
の
は
ま
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
二
人
で
続
々
と
持
て
る
ポ
ン
プ
が
購
入
で
き
れ
ば
、
初
期
消
火
の
機
動
力
も

上
が
る
と
い
っ
た
思
い
も
あ
り
、
消
火
力
を
一
段
と
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

防火規制緩和・ 3項道路指定で敷地後退免除を報じる新翻記事図-11

京都市は、地域~j:Lの紡火活
動を、外壁防火・イド燃性能の
代替措置と認め、|坊火池1或・
準ドUj火地域の解除を検討。

2005年10月に防火地域・ ii部:}j

火地域の解除のための条例を

市会で可決した。
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地
震
に
対
す
る
寂
り
組
み
も
や
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
大
谷
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
筋
交
い
を
入
れ
て
対
応
す
る
の
か
、
ド
伝
統
構
法
の
、
ゆ
ら
ゆ

ら
揺
れ
て
そ
れ
で
も
も
っ
免
震
型
、
制
震
型
の
も
の
に
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
ず
い

ぶ
ん
と
議
論
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
自
分
た
ち
で
は
結
論
が
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
京
都
市

に
お
願
い
を
し
て
幾
つ
か
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
耐
力
限
界
を
算
定
す
る
終
局
耐
力
の
調

査
で
は
、
半
数
が
潰
れ
て
半
数
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
最
近
の
議
論
で
は
、

外
観
の
修
景
工
事
と
同
時
に
防
振
ダ
ン
パ
ー
な
ど
を
入
れ
て
地
震
に
対
応
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
進
め
て
き
て
、
残
る
の
は
道
路
の
二
項
指
定
で
す
。
建
築
基
準
法
上
、
九
尺

小
路
は
、
建
て
替
え
る
と
き
に
は
、
道
路
中
心
か
ら
二

m後
退
し
て
建
て
替
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
二

m
下
が
る
こ
と
が
、
「
は
た
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と

京
都
市
に
問
い
掛
け
た
わ
け
で
す
。
二
項
指
定
は
問
題
あ
り
と
い
う
意
識
を
共
有
し
な
が

ら
、
一
一
一
項
指
定
に
動
き
出
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
(
図
i
M
M
・a
)
0

で
も
、
一
二
項
指
定
す
る
だ
け
で
は
町
並
み
は
守
れ
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
道
路

斜
線
が
あ
る
か
ら
軒
先
は
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
コ
一
項
指
定
と
同
時

に
地
誌
計
画
の
変
更
を
行
な
っ
て
、
景
観
上
必
要
な
軒
な
ど
は
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
(
凶
i
m
M
-
b
)
0

京
都
市
は
九
尺
小
路
を
「
控
史
的
細
指
路
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
非
常
に
い
い
名
前
を

付
け
た
と
思
い
ま
す
。
歴
史
的
細
街
路
と
い
う
緬
値
を
見
出
し
て
一
一
一
項
指
定
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
祇
屈
町
南
側
地
灰
一
で
は
敷
地
後
退
し
な
く
て
も
建
て
替
え
ら
れ
る
、
と
い
う

こ
と
が
広
く
知
れ
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ア

人
"
つ
く
り

最
後
に
、
人
づ
く
り
の
活
動
で
す
。
祇
閣
は
、
接
客
文
化
に
お
い
て
も
ほ
か
に
は
な
い

繊
細
で
上
品
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
お
茶
屋
が
廃
業
し
て
新
し
い
お
屈
に
な
る
と
き
に
、

ど
ん
な
業
種
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
お
茶
屋
の
意
思
で
あ
と
の
土
地
利

用
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
協
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
あ
と
の
土
地
利
用
を
決
め
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。



(b) 3項道路指定だけでは斜線

制限で守れない車干の出を、地区

謙譲務緩窃配計画変更で認めることとする 0

15 

3項道路指定と地区計画の変更で祇園町の景観を守る図一12

(a) 3項道路を指定=道路中心線から 1.35m指定。

い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
重
ね

て
、
結
局
、
業
種
協
定
を
結

ん
だ
わ
け
で
す
。
協
議
会
の

役
員
会
に
業
種
規
制
委
員
会

を
設
け
、
毎
回
、
「
こ
う
い
う

業
種
は
い
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

届
け
に
応
じ
て
い
る
わ
け
で

す。
お
茶
屋
は
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
協
議
会
設

立
以
降
は
減
少
に
少
し
歯
止

め
が
か
か
っ
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
景
観
整
備
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
茶
屋
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
私
た
ち
は
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
方
で
「
町
式
日
」

を
制
定
す
る
。
町
の
ル
!
ル

で
す
。
京
都
で
は
室
町
期
以

降
い
ろ
い
ろ
な
町
内
で
式
日

を
設
け
て
暮
ら
し
方
の
ル
ー

ル
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
け

れ
ど
、

平
成
版
の
町
式
目
を

祇
園
で
も
つ
く
ろ
う
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
六

項
目
・
二
四
項
に
わ
た
る
非

常
に
こ
ま
ご
ま
と
し
た
町
式
日
を
設
け
ま
し
た
。

地
域
に
あ
っ
た
良
き
嵐
習
を
皆
で
確
認
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ふ
や
し
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
い
い
一
言
葉
で
は
、
「
国
り
と
関
係
な
く
勝
手
に
生

き
る
の
で
は
な
い
ん
だ
よ
。
自
分
も
周
り
も
う
ま
く
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
祇
麗
人

で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
掛
け
で
す
。

こ
の
活
動
を
振
り
返
り
、
町
並
み
景
観
の
ほ
こ
ろ
び
を
な
ん
と
か
制
度
と
し
て
も
繕
え

る
よ
う
に
し
て
き
た
一

O
年
、
そ
し
て
地
域
に
愛
着
を
も
っ
人
を
少
し
ず
つ
ふ
や
し
て
き

た
一

O
年
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

景
観
づ
く
り
や
業
種
規
制
、
町
式
日
の
制
定
な
ど
が
で
き
た
理
由
を
、
私
は
四
つ
ほ
ど

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
、
協
議
会
が
行
な
っ
た
活
動
の
方
針
の
科
学
性
。
会
長
さ
ん
が
鶴
の
二
百
で
あ
あ
し
よ

う
、
こ
う
し
よ
う
と
一
一
出
回
っ
た
の
で
は
な
く
、
京
都
市
が
や
っ
て
く
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
着
実
に
課
題
と
し
て
解
決
し
て
き
た
と
い
う
方
針
の
科
学
性
。

二
、
も
の
ご
と
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
き
わ
め
て
透
明
な
形
で
決
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
。
毎
月
の
役
員
会
、
年
一
回
大
規
模
に
総
会
を
や
り
ま
す
。
総
会
の
一
カ
月
前
に
は

議
案
書
を
全
員
に
届
け
る
こ
と
を
原
則
に
し
、
何
を
決
め
る
か
と
い
う
こ
と
を
全
員
が

周
知
す
る
期
間
を
設
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

一
二
、
す
ぐ
に
決
め
る
の
で
は
な
く
て
、
協
議
会
の
中
に
お
い
て
も
何
年
も
か
け
て
決
す
る

と
い
う
、
拙
速
を
避
け
た
活
動
を
し
た
こ
と
。

居
、
行
政
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
私
た
ち
地
域
の
活
動
を
そ
の
都
度
非
常
に
早
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
れ
て
、
二
一
項
道
路
の
指
定
な
ど
も
、
国
土
交
通
省
と
掛
け
合
っ
て
非
常
に
早
い
時
期

に
地
元
の
要
望
を
形
に
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
。
地
元
も
汗
を
か
く
わ
け
で
す
が
、

そ
う
い
う
行
政
の
迅
速
な
汗
の
か
き
方
、
フ
ォ
ロ
ー
は
き
わ
め
て
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て
、
町
並
み
と
人
が
織
り
成
す
地
域
文
化
、
祇
園
情
緒
が
な
ん
と
か
継
承
で
き

る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



地
域
ぬ

か
ら
岡

大
島
祥
子

査着
思塑

都在
VJ宅
ス
h不
ぷ動
議産、

吟
望る

本
論
で
は
、
京
都
で
ユ
ニ
ー
ク
な
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
事
例
を
紹
介
、
分
析

し
、
ス
ト
ッ
ク
の
一
民
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
仕
組
み
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
取
り
組
み
の

裾
野
を
広
げ
る
要
件
、
そ
し
て
地
域
と
共
生
す
る
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
づ
く
り
に
必
要
な
プ

ロ
セ
ス
づ
く
り
を
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
地
域
社
会
の

価
値
を
向
上
さ
せ
る
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

現
在
、
ス
ト
ッ
ク
マ
、
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
時
代
に
入
り
、
中
古
住
宅
の
流
通
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
も
制
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
京
都
の
町
家
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
も
町

家
や
民
家
の
間
生
市
予
備
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
全
体
の
総

量
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
ス
ト
ッ
ク
話
用
の
量
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
安
心
・
安
全
、

防
災
・
防
火
、
地
域
社
会
と
の
共
生
の
出
で
は
、
幾
っ
か
諜
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
先
進
的
な
ス
ト
ッ
ク
活
用
が
ス
タ
ン
ダ

i
ド
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
へ
は
至

ら
ず
、
ま
だ
ま
ち
に
お
け
る
点
で
し
か
あ
り
得
ま
せ
ん
。
地
域
賞
獄
的
な
取
り
組
み
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
何
よ
り
事
業
採
算
性
や
投
資
効

果
が
十
分
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
論
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
長
期
的
な
評
緬
指
標
の
構
築
の
必
要
性
に
鑑
み
、
不
動

産
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
と
ら
え
て
事
例
の
分
析
を
行
な
い
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
質
の
向
上

を
図
る
た
め
の
条
件
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
既
存
の
建
物
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
、

開

都

市

居

住

推

進

研

究

会

の

活
動
の
事
例
か
ら

リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ
ン
等
で
再
利
用
し
て
い
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
控
史
や
風
土
な
ど
の

地
域
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
住
ま
い
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
て
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

1
京
都
の
建
築
、
不
動
産
の
特
徴

京
都
の
建
築
、
不
動
産
の
特
鍛
と
し
て
、
大
き
く
一
一
一
つ
に
整
理
で
き
ま
す
。

一
地
域
密
着
型
の
中
小
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ

i
が
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
事
業
を
展
開
す
る
事

例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

ニ
戦
前
の
木
造
家
屋
と
か
近
代
態
築
な
ど
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
可
能
性
を
も
っ
物
件
が

多
数
残
存
し
て
い
る
。

比
較
的
小
規
模
な
開
発
、
改
修
事
例
が
多
く
、
ほ
か
の
地
方
都
市
へ
の
汎
舟
が
可
能
。

地
域
密
着
型
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ー
「
ス
ト
ッ
ク
の
質
を
向
上

さ
せ
て
い
く
仕
組
み
・
体
制
」
、

2
「
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
の
展
開
方
法
」
、

3
「地

域
共
生
型
住
ま
い
づ
く
り
の
要
件
の
整
理
」
、
を
一
二
つ
の
課
題
と
し
て
提
起
し
、
ま
ず
住

宅
市
場
を
概
観
し
、
次
に
事
例
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
課
題
に
答
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
「
都
市
居
住
推
進
研
究
会
」
が
か
か
わ
っ
た
住
宅
・
不

動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
検
証
と
、
京
都
の
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
課

題
の

1
、

2
を
考
察
し
、
そ
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
一
つ
の
事
剣
、



「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
設
計
コ
ン
ペ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
課
題

3
を
考

察
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2 

都
住
研
の
活
動
と
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い
展
開

「
都
市
居
住
推
進
研
究
会
」
(
以
下
、
都
住
研
)
は
、
一
九
九
四
年
に
発
足
し
た
住
ま
い

・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
な
う
鉦
意
団
体
で
す
。
不
動
産
事
業
者
、
建
築
士
、

学
識
経
験
者
、
行
政
の

O
B
等
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
市
街
地
が
多
い
京
都
市
内

で
は
、
二
項
道
路
や
袋
小
路
が
、
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
安
心
・
安
全
の
確
保
、
住
宅
の
改
修
・
増
改
築
を
す
る
際
に
既
存
不
適

格
の
た
め
に
改
修
が
で
き
な
い
、
接
道
条
件
等
か
ら
新
規
の
住
宅
供
給
が
難
し
い
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
諜
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
、
緩
和
し
て
い
く
た
め

に
、
当
事
者
が
自
ら
研
究
を
重
ね
、
打
開
策
を
見
出
す
た
め
に
発
足
し
た
の
で
す
。

都
住
研
の
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
四
閉
に
わ
た
っ
て
、
京
都
府
、
京
都
市
、
密
交
省

(
当
時
の
建
設
省
)
等
へ
提
言
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
の
第
一
次
提
言
で
は
、

当
時
の
課
題
で
あ
っ
た
袋
小
路
、
二
項
道
路
に
関
し
て
、
打
開
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
一

九
九
九
年
の
第
三
次
提
言
で
は
、
「
都
市
居
住
を
促
進
す
る
開
発
投
資
の
誘
導
に
向
け
て

|
市
民
参
加
に
よ
る
開
発
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
題
で
提
言
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も

行
政
施
策
と
合
致
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
連
指
建
築
物
設
計
制
度
の
創
設
に
都
住
研
の
活

動
が
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
第
由
次
で
は
、
「
歩
き
た

く
な
る
京
都
(
み
や
こ
こ
と
い
う
提
言
を
出
し
た
の
で
す
が
、
か
な
り
ま
ち
づ
く
り
的
な

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
と
し
て
は
、
ゥ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
ブ
ロ
グ
の
運
営
、

て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
や
っ

て
い
ま
し
て
、
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
二

O
O
一
年
に
「
ま
ち
な
み
住
宅
設

計
コ
ン
ペ
」
と
し
て
、
二
一
区
闘
の
建
売
住
宅
の
コ
ン
べ
を
し
、
そ
の
後
、
「
北
大
路
ま
ち

な
か
住
宅
コ
ラ
ボ
レ

i
シ
ヨ
ン
」
2
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
」
等
の

モ
デ
ル
事
業
も
都
住
研
が
主
体
と
し
て
実
施
、
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
で
い
ま
す
。

都
住
研
の
活
動
は
、
会
員
相
互
の
学
び
の
場
キ
つ
く
り
を
行
な
っ
て
き
た
と
と
も
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
一
社
で
は
難
し
い
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
可
能
と

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
活
動
を
通
じ
て
不
動
産
事
業
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
醸

成
に
つ
な
が
っ
て
き
た
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

京
都
市
内
の
建
築
・
不
動
産
事
業
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
、
そ
れ
に
対
し
て
の
メ
ン
バ

ー
の
か
か
わ
り
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
流
通
に
向
け
た
取
り
組
み

京
都
市
内
に
は
二
一

O
O棟
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
中
古
流
通
や
改
修
が
今
後
深
刻

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を

適
正
評
鏑
す
る
た
め
の
情
報
と
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
適
正
な
情
報
公
開

と
市
場
の
機
能
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役
員
、
研

究
者
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等
々
、
住
民
と
プ
ロ
が
一
緒
に

な
っ
て
「
京
都
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
が
昨
年
の
夏
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
京
都
・
滋
賀
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
、
具
体
的
に
は
建
物
や
管
理
状
況
を
集

め
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
通
じ
て
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
適
正
な
選
択

と
流
通
を
可
能
に
す
る
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
都
住
研
の
メ
ン
バ

ー
が
複
数
参
翻
し
て
い
ま
す
。

地
域
産
材
の
活
用

全
国
各
地
で
地
域
産
材
を
活
用
し
た
家
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
京
都
で
も

地
産
地
消
の
木
の
家
づ
く
り
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
車
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
産
業
振
興
に
加
え
、
健
康
志
向
、
環
境
へ
の
配
車
か
ら

の
取
り
組
み
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

京
都
市
で
は
一
一

O
O
五
年
か
ら
「
京
の
山
柚
人
工
房
事
業
」
を
実
施
し
て
い
て
、
こ
れ

と
並
行
し
て
、
都
住
研
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
取
り
組
み
に
参
画
し
つ
つ
、
各
自
の
事
業
に
お

い
て
も
地
域
産
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

京
町
家
の
証
券
化

京
町
家
の
証
券
化
が
昨
年
開
始
さ
れ
、
現
在
運
用
中
で
す
。
こ
れ
は
三
件
の
京
町
家
を

五
年
間
運
用
す
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
出
資
者
を
募
り
ま
し
た
。
一
口
一

O
万
円
で
合
計



二

O
九
日
の
想
定
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
一
般
の
不
動
産
証
券
化
の
取
り

組
み
と
は
若
干
性
格
が
異
な
り
、
京
町
家
の
継
承
の
一
手
法
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
い
と

評
錨
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
き
ま
し
で
も
、
都
住
研
の
メ
ン
バ
ー
が
複
数
参
閉
し

て
い
ま
す
。

建
築
・
不
動
産
の
環
境
の
変
化
と
都
住
研
の
役
割

京
都
に
お
け
る
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
や
ト
ピ
ッ
ク
に
は
都
住
所
メ
ン
バ
ー
が
か
か
わ
る
ケ

ー
ス
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
都
住
研
が
来
た
し
て
き
た
役
訴
と
し
て
は
、
事
業
の
中
に
社

会
へ
の
提
案
や
公
益
性
を
内
包
す
る
動
き
を
展
開
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
建
築
と
不
動
産
の
両
領
域
に
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の

展
開
を
可
能
に
し
て
き
た
、
そ
う
い
う
組
織
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

3
事
例
か
ら
見
る
住
宅
・
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
果
と
課
題

都
住
研
が
か
か
わ
っ
た
京
都
市
内
の
住
宅
・
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
を
ご
紹
介
、
分

析
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
(
図
i
1
1
6
、
お
l
m
u
頁
の
表
i
1
1
4
参
照
)

O

「
シ
ェ
ア
フ
ラ
ッ
ト
桜
木
」

京
都
は
人
口
の
一
割
を
学
生
が
占
め
る
約
一
間
万
人
の
学
生
が
い
る
学
生
の
ま
ち
で
す
。

シ
ェ
ア
フ
ラ
ッ
ト
桜
木
は
、
築
五

O
年
、
空
き
家
率
五

O
%を
超
え
る
老
朽
化
し
た
ア
パ

ー
ト
を
、
芸
術
大
学
の
女
子
専
用
の
推
薦
下
信
と
し
て
リ
ノ
ベ

i
シ
ヨ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

家
賃
が
通
常
の
ワ
ン
ル

l
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
半
値
以
下
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
ワ
ン
ル

l
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
の
中
で
孤
独
に
暮
ら
す
の
で
は
な

く
、
せ
っ
か
く
京
都
に
き
た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
共
同
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
い
う
こ

と
を
希
望
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
そ
う
い
う
状
況
を
親
御

さ
ん
が
望
む
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
シ
ェ
ア
フ
ラ
ッ
ト
の
卒
業
モ
デ
ル
は
、
不
動
産
管
理
会
社
フ
ラ
ッ
ト
エ

1
ジ
エ
ン

シ
!
が
、
ア
パ

i
ト
オ
ー
ナ
ー
が
出
資
し
合
っ
て
い
る
「
資
産
活
用
倶
楽
部
・
京
都
」
を

運
営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
パ
ー
ト
オ

l
ナ
!
と
信
頼
関
係
が
あ
る
な
か
で
、
こ
の

老
朽
化
し
た
ア
パ
ー
ト
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
相
談
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
不
動
産
管
理
会
社
は
、
「
シ
ェ
ア
フ
ラ
ッ
ト
」
を
提
案
し
、
ア
パ

i

ト
の
オ
ー
ナ
ー
は
約
一
一

0
0
0
万
の
改
修
費
を
注

ぎ
込
ん
で
リ
ノ
ベ

i
シ
ヨ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
不
動
産
管
理
会
社
は
大
学
と
一
括
契
約
し
、

学
生
に
対
し
て
入
居
募
集
を
行
な
う
と
い
う
事
業

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
(
図
i
1
)
O

玄
関
か
ら
広
い
廊
下
へ
入
る
と
、
テ
レ
ビ
、
ソ

フ
ァ
ー
、
テ

i
ブ
ル
が
あ
る
共
用
空
間
が
あ
り
ま

す
。
奥
に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
と
全
室
ウ
ォ
シ
ユ
レ
ツ

ト
付
き
の
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。
学
生
が
い
ち
ば

ん
望
む
の
は
「
快
適
・
清
潔
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

家
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
入
口
も
オ

l
ト
ロ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
学
生
の
人
気
物
件
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
空
き
室
に
対
し
て
一
一
…

1
四
倍

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

「
リ
・
ス
ト
ッ
ク
町
家
」

こ
れ
は
老
朽
化
し
た
住
宅
を
購
入
し
て
改
修
を

施
し
、
現
在
の
生
活
に
適
合
す
る
住
ま
い
と
し
て

供
給
す
る
附
ハ
チ
セ
の
登
録
商
標
で
す
。
京
町
家

を
改
修
し
た
場
合
に
「
リ
・
ス
ト
ッ
ク
町
家
」
、
ふ

つ
う
の
老
朽
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
は
「
リ
・
ス

ト
ッ
ク
住
宅
」
と
呼
ん
で
、
屋
根
や
外
壁
、
関
口

部
を
交
換
・
補
修
し
、
改
修
の
度
合
い
に
応
じ
て

保
証
期
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
耐
震
性
の
補
強
と
か
、
防
犯
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
現
在
ま
で
に
市
内

に
約
四
回

O
軒
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
物
件
の
市
場
錨
格
と
大
き
な
開
き
が
出

な
い
よ
う
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
単

凶-1 シェアフラット桜木
スlックを活!日したとr"Jeのfj凶

事業モデル

図 2 1)・ストック町家
IIIJ家を現代の生活にあわせた改修'J;;主

事業モデル

図 3 燈箆盟T町家再生
I出産地H~íによる町家P主主

事業モデJレ



体
と
し
て
は
そ
ん
な
に
摩
い
事
業
利
援
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
数
を
手
掛

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
採
算
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
い
う
事
業
モ
デ
ル
で
す
(
図

2
)
0

「
燈
寵
町
町
家
再
生
」

こ
れ
は
昭
和
六
年
に
建
て
ら
れ
た
、
四
条
烏
丸
近
く
、
本
当
に
都
心
部
に
あ
る
京
町
家

を
基
本
構
造
に
大
き
な
改
変
を
加
え
ず
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能

を
加
え
て
改
修
さ
れ
た
京
町
家
で
す
。
通
り
土
聞
を
生
か
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を

付
け
た
り
、
京
都
の
町
家
に
は
訪
空
壕
を
も
っ
て
い
る
家
が
結
構
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

防
空
壕
を
多
目
的
空
間
に
改
修
し
、
吹
抜
け
を
新
た
に
設
け
て
採
光
と
空
間
の
広
が
り
を

確
保
し
、
水
回
り
を
集
約
さ
せ
て
い
ま
す
。
景
観
に
配
慮
し
て
外
観
に
は
大
き
な
変
更
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
何
よ
り
特
徴
的
な
の
が
、
伝
統
構
法
と
地
域
産
材
を
活
用
し
、
地
産
地
消
の
住

宅
づ
く
り
を
し
た
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
地
産
地
消
で
住
宅
づ
く
り
は
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
を
現
在
に
再
現
し
よ
う
と
い
う
心
意
気
で
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
遊

び
心
と
付
加
価
値
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
高
所
得
者
を
対
象
に
分
譲
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
単
に
高
級
仕
様
に
し
て
売
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
四
条
烏
丸
と
い
う

地
域
性
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
分
譲
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
(
包
1
3
)
0

「
ル
・
グ
ラ
ン
井
簡
」

琵
琶
湖
疏
水
沿
い
の
緑
豊
か
な
住
宅
地
に
立
地
す
る
、
京
都
に
は
数
少
な
い
高
級
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
の
事
例
で
す
。
こ
れ
は
オ
ー
ナ
ー
の
「
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
」
と
い

う
要
望
を
受
け
て
企
画
さ
れ
、
住
戸
は
一

0
0
2
m
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
、
所
有
で

は
な
く
利
用
に
こ
だ
わ
っ
た
層
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
(
図
i
4
)
。

京
都
で
は
通
常
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
家
賃
は
ば
単
価
は
一
八

0
0

円
前
後
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
一
一
一

0
0
0
円
で
設
定
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
人
気

物
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
事
業
主
の
フ
ラ
ッ
ト
エ

l
ジ
ェ
ン
シ
!
と
建
築
家
が
一

年
間
企
闘
を
あ
た
た
め
て
、
こ
う
い
う
新
し
い
器
を
提
供
す
る
こ
と
で
新
し
い
需
要
層
を

発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
情
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
二
者
の
信
頼
関
係
が
あ

っ
て
成
り
立
っ
た
事
例
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
外
線
写
真
そ
見
る
と
、
パ
ル
コ
ニ
!
を
非

常
に
広
く
と
る
な
ど
、
全
体
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

「
北
大
路
ま
ち
な
か
住
宅
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
」

こ
れ
は
建
築
家
参
加
盟
の
ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン

事
併
で
す
。
建
売
住
宅
は
群
と
し
て
建
設
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
物
件
で
す
か
ら
、
ま
ち
な
み
を
形
成

す
る
う
え
で
も
大
き
な
要
悶
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
方
、
建
売
事
業
者
も
寵
品
の
差
別
化

と
高
付
加
舗
値
を
志
向
す
る
傾
向
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
建
売
住
宅
の
質
の
向

上
や
景
観
形
成
を
目
的
に
建
築
家
の
参
画
を
得
て

行
な
っ
た
開
発
事
業
で
す
(
図
j
5
)
。

八
名
の
建
築
家
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
コ

i
ド
の
検

討
な
ど
、
不
動
産
事
業
者
の
ゼ
ロ
・
コ
ー
ポ
レ

i

シ
ヨ
ン
と
建
築
家
が
共
降
で
運
営
会
議
を
設
置
し

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
八
名
の
建
築
家
が
そ
れ

ぞ
れ
個
性
的
な
住
宅
を
計
爾
し
て
い
ま
す
が
、
調

和
の
と
れ
た
住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

一
連
の
取
り
組
み
は
二

O
O
四
年
度
の
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

コ
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
』
設
計
コ
ン
ペ
」

都
住
研
と
側
京
都
市
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
共
催
で
コ
ン
ペ
を
実
施
し
て
実
現
し
た
住

宅
で
す
(
罰

6
、
白
頁
、
図

7
1
8
)
。
京
都
都
心

部
の
土
地
利
用
の
状
況
と
展
望
を
踏
ま
え
た
住
戸

計
画
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
、
地
域
産
材
と
技
術
の
活

用
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
「
建
売
住
宅
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
構

築
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
四
月

図-4 )f，・グラン井筒
京協には数少ないお級賃貸マンション

率業モデ)"

図-5 北大路まちなか住宅コラボレーション
i.ll築家参加担のまちなみデザイン

率業モデ)"

京都まちなかこだわり住宅図-6

率業モデル

コ
ン
セ
プ
ト
講
説

建

設



表一 1 京都の不動産ビジネスの一覧(1)

ー日
P
日
間
⑤北大路まちなか住宅

コラポレーシEン

包

日ι

表-2 6事例の不動産事業主が建築・不動産
で関わった領域

流通 謹呈 理宮(不動産)

入手 企盤 設計 総工 販売 仲介 管理 スメシ苧アフナンター リフォーム 除却

①シェアフラット桜木 O 。 O O O O 

②リ・ストッイフ町家 O O O O O O O 

喧燈箆町陀家再生 O O O O O O O 

④Jレ・ゲフン井筒 O O O O O O 

⑤北大路コラポレーション O O O O O O 

⑥尽都まちなか、だわり住宅 O O O O O (禾〉 〈未) (未〉



表-3 京都の不動産ピジネスの一覧 (2)
1) 建物のストック活用 2) 地域のストック活熊

¥¥¥  ①シェアフラット桜木②リストック町家{申j ③燈綴間町家再生 ④Jレーグラン井筒
⑤北大路まちなか住宅 ⑥京都まちなかこだわ

怒工法採用物件〉 コラポレ ション り住宅

所議総 北区 上良区 下民主主 左)R1ll: 北区 東山富E

(改修}議
2003年

(企濁i孟2002-)
ヱ 年

2006年 2003年 2006年
2003年

際 〈改修}竣
2004年

発 ヱ正手
2006年 2006年 2004年 2003年 2007年

事葦

喜霊
敷地燥機 106.24m 67.20m 747.5m 2316.54 123.69m 

事王室震主
蜂iフフット エジェン

側八溶(ハチセ)
檎}フフットヱ ジヱン 惜iゼ口・コーポレー

建都住宅JI.lii.告側
y- 〉〆 y ョン

建都住宅販E主総

事事 第一1到底騒住底地域， 準工業地織，量産絞言語4
認築地域，撃譲住共存特 怒一種低層住建専用地

市
F持務総緩

第一極建造物修索地区 E量，準紡火地域
別用途地主!L準防火地 域，第一種霊童遊物{事笈

第一穣f!J:l翠住居専用地 第二綾住居地域.31:重

苦f
域 地 区

i語 笑観地区，準防火地i詩

屋書 戸雪量五 50/80 60/200 80/400 50/80 60/100 60/160 

木i誼 木造 木造 RC 木 造 木 造

2 2 z 2 2-3 2 

襲撃
総戸数 19室

17 (うちコンベ建築家

物
1 1 2燦4戸

裁金菌け只
1 

擬 天宅毅・石本幸良

喜喜

| 殺計
山口幸一(アークハイ 松尾大地{松露骨草地、尽 土橋孝一(土橋建築設

商警官藍ー林史朗

建築設計議)
構)八，青(ハチセ} 立富野 久+大谷'l'i1苦

魚谷童書礼(現代京都都市

大地建築研究所) 計翠) 型住庖研究所)
矢 代 慈 .~吉村篤ー

若林広幸

地下鉄 f松ヶ時j 市バス上七軒 地阪下急鉄京都渇線丸線「烏r四丸条J」 地下鉄烏丸線「松ヶ 地下鉄烏丸繰「北大
崎J 路」

地下鉄策務綴「葉山J

章受書時寄Eり喜奴怒と 徒歩8分 徒歩5分 徒主多5分 徒 歩8分 徒歩3分 徒主日分

f蕊絡害事
露史資(平均) 鏑格 価格 議室霊 {苗格 4，846-7，400 価格

27，000門 4，480万円 6，880万円 30-32万円 万円 未定

築40年のアパートのリ 老朽化した家約室長に水
住戸音十磁、まちなみ計

ノベーションを行い、 毘りの改修等現代的な
交通至便な場所の京町

戸当たり箇綴100mを
デザインコード等の検 喜昔、地織建材d舌用など

l宇
大学と提携した学生策 生，舌が行えるよう改変

要員を地..材を，舌照して
超える資貸住宅を隙静

討を経て、複数の建築 京都にこだわった住宅

としてストックを，舌用 を加え、商品として多
再生.現代的な要素在

な住宅街に供給@
療が害参加する惑発住宅 のコンベを災施、建設

している. 数供給している.
加味して綴発。 によるまちなみ形成。 後はモデルハウスとし

て活用

アパートの所有者に企 京刻家の改修に地盤材
良重重な町並みを形成さ イベントを伴う地域密

衝を持ちかけ.学生寮 箆い取った町家!こ改修 を活用、京都を慈識し
市場にない降級資貸住 せるとともに、建充住 連蜜型建E宅住宅のモデル

として再生。コンサル を純し.付加価鐙をつ た付加f高値型を向上さ
宅を開発することで、 宅としての様々な実験 的関発。地媛の著書加や

ティングと管理重量徴収 けて販売。 せた再生モデルとして
坪単備の割高な緊箆住 獲量長を盛り込んだ r~電 プロセス会てを公開し

!こより収益主a JI.lii.宅e

宅の供給を可能した. 験住宅Jとして開発、 f雷額感と話題性を怒

分譲。 成。

学生が孤立せず、金銭
「所有j から r利用j

会社として様々な要素 京都都心部の住宅供給

的な負担無く暮らせる
住文化が蓄積される京 伎まいづくりが地域の への移行に鍛え、良質

防擦の書室長長を会社の審 ..~註を逮関させていた な室電波住宅の器は必ず
を盛り込むことで.今 のあり方を綴索するモ

住宅が必要主だと考え
桜として取り組む。

後の商品喜号発の実験固 デル約取組として皇室

た.
原点にi翠りたかった 支持されると陵傍し

た.
的に爽絞. 関。

表-4 6率例が社会や地域に与えた効果と影響の検証

付加鏑健の付与 コスト(事業者負飽)

T環壊・地産
社会や地域iこ与えた

摺有性
地 縫 建 築 へ 地域まちづ 利用審潟足

設資 回収 効薬と緊密
地3肖 の波及 〈りの波及 度

会似潟ξ長くあ 物跡事七、 督組均 i均一 .:N.!;呼拍弔'1; 制惨事費用は百If ゴ討厳封斗、'll持軍E 割引1::Lt:::7りも→吋明百月初努絞ポ

①シェアフ
ずコた滋拶拾m 会出盛捻V<J!先 組み付弁明こ !it量鯵泣オ自梅島~ し、 平著者五 10勾司llJ 事十 せたとと制ζ 寺昭t.<7.>住勤可司議宮司主
用 ニ坦コニコディス なし i岬轍 d耳w上げ ヵ=<.ったこ。圭訪告すじた主主坦〉策担草世lll:ラット桜木

戸ふ-=滞樹呆 を性請して婦世可父君鰍F落~さ
オ1てしだ"
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ツク IIIT軍駐 ベーーニ4 ン 用 蓮司ごゴ主持たし、人にとって入君。』ー

ド凡制収す芯ことができた弘

主古書官7:>m材と 長務総こ二りおえ 持ミ若芋0"(草寺3 活設主宰号、滋tl十 施主治こて在議反 え世話d!Z1材び芳舌汗jf"，どm招ここ:raコ
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に
完
成
、
現
在
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

次
章
で
詳
し
く
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

京
都
の
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
傾
向

京
都
に
は
地
域
性
を
意
識
し
た
開
発
や
改
修
事
例
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
国
の
都
市
再
生
や
地
方
分
権
の
流
れ
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
晴
好
の
多
様
化
を
追
い
風
に
、
よ
り
京
都
を
意
識
し
た
展
開
で
好
循
環
が

構
築
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
つ
い
て
、
付
加
価
値
を
付
け

て
い
く
視
点
、
卒
業
性
、
社
会
や
地
域
に
与
え
た
効
果
と
影
響
に
つ
い
て
、
「
環
境
・
地
産

地
消
」
「
固
有
性
」
「
池
域
産
業
へ
の
波
及
」
「
地
域
ま
ち
ぐ
つ
く
り
へ
の
波
及
」
「
利
用
者
満

足
度
」
の
五
つ
の
項
目
か
ら
分
析
し
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
事
例
も
網

羅
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
(
前
頁
、
表
-
4
)
0

で
は
、
最
初
に
提
示
し
た
課
題

1
「
ス
ト
ッ
ク
の
質
を
向
上
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
・
体
制
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
は
、
建
築
、
不
動
産
の
問
領
域
に
ま
た
が
っ
て
事

業
者
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
、
両
領
域
に
ま
た
が
る
融
合
的
な
取
り
組
み
が
、
よ
り
質
の

高
い
住
宅
供
給
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

課
題
2
「
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る
方
法
」
に
つ
い
て
は
、

建
物
単
体
の
質
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
性
を
反
映
し
た
付
加
価
値
の
付
与
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
ニ
!
ズ
を
鑑
み
た
企
画
力
、
賃
貸
住
宅
で
は
企
画
力
の
重
要
性
、
分
譲
住
宅

で
は
市
場
価
格
と
の
希
離
の
な
い
設
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

4 

「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
』
の
取
り
組
み

課
題

3
を
考
祭
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
設
計
コ
ン
ペ
の
特
鍛
と
し
て
、
京
都
都
心
部
の
土
地
利
用
状
況
等
を
時
ま
え
、
「
近

い
将
来
の
住
ま
い
の
建
設
、
供
給
方
法
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
論
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
「
ま
ち
な
か
住
居
の
計
画
と
ア
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
」
「
景
観
形
成
に
配
慮
し
た
住

居
の
あ
り
方
」
「
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
ま
ち
な
か
住
居
の
あ
り
方
」
の
三
つ

の
テ
l
マ
を
設
け
て
募
集
、
論
文
審
査
を
通
過
し
た
建
築
家
五
組
と
学
習
会
、

ワ
ー
ク
シ

ヨ
ツ
プ
を
重
ね
て
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
の
提
案
」
の
設
計
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
計
審
査
は
公
開
で
行
な
い
、
優
秀
賞
は
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て

東
山
尽
に
建
築
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
住
宅
は
「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
の
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
(
図
1
7
1
8
)
0

非
常
に
短
い
募
集
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
か
ら
八
一
の
提
案
を
い
た
だ
き
、
こ

の
た
め
に
審
査
委
員
は
非
常
に
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
さ
れ
て
い
る
方
や
、
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
を
建
設
す
る
東
山
区
粟
田
学
区
の
住
民
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
偶
然
に
も
京
都
の
方
、
現
代
京
都
都
市
型
住
居
研
究
会
の
設
計
提
案
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
提
案
の
な
か
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
や
、
京
都
の
ま
ち
な
み
に
な
じ
む
、

共
生
す
る
と
い
う
視
点
が
躍
り
だ
く
さ
ん
に
あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
の
視
点
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
京
都
の
伝
統
技
術
、
伝
統
産
品
を
使
っ
た
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
モ
デ
ル
住

宅
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
(
八
月
一
一
二
日
ま
で
公
開
)

O

上
棟
見
学
会
に
は
、
お
向
か
い
さ
ん
を
は
じ
め
通
り
の
端
か
ら
端
ま
で
地
域
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
が
建
設
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
は
、
高
級
住
宅
で
は
な
く
二
庶
民
の
住
宅
を
イ
メ

i
ジ
し
て
進
め
て
き
た
住
宅
づ
く
り
で
す
。
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
市
内
各
地
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

五
組
の
提
案
い
ず
れ
も
力
作
だ
っ
た
の
で
す
が
、
各
提
案
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
分
析
す
る

と
京
町
家
の
空
間
構
成
を
継
承
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
含
ん
だ
も
の
が
多
数
提
案
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
が
「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
が
備
え
る
べ
き
基
本
的
要
件
な
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ペ
が
社
会
や
環
境
に
与
え
た
影
響
に
つ
き
ま
し
て
、
総
合
的
な
評
価
は
今
後
に
な

り
ま
す
が
、
地
産
材
を
使
う
こ
と
で
ウ
ッ
ド
マ
イ
レ

1
ジ
へ
の
認
証
も
あ
り
、
価
格
的
に

も
環
境
的
な
負
荷
も
だ
い
ぶ
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
の
で
、
仕
上
げ
の
仕
様
は
非
常
に
グ
レ
ー

ド
が
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
可
能
で
す
。
基
本
的
な
構
成
で

あ
れ
ば
坪
単
錨
六

O
万
程
度
で
施
工
可
能
で
、
従
来
の
建
売
住
宅
と
変
わ
ら
な
い
コ
ス
ト
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

細
い
路
地
に
お
い
て
は
、
重
機
を
入
れ
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
し
た
施

工
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
が
、
今
回
壁
画
線
を
そ
ろ
え
た
施
工
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
道
路
を
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
を
了
承
い
た
だ
い
た
地
域
の
ご
理
解
と
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
、
課
題
の

3
「
地
域
と
共
生
す
る
住
ま
い
づ
く
り
を
進
め
る
の
に
必
要
な
プ
ロ

セ
ス
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
回
の
コ
ン
ペ
の
結
果
か
ら
踏
ま
え
、
情
報
公
開
、
参
画
、

協
働
関
係
な
ど
、
ソ
フ
ト
閣
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

住
宅
を
買
う
方
、
住
む
方
が
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
理
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
鍵

を
握
っ
て
い
ま
す
し
、
今
回
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査
と
し

て
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
の
費
用
を
を
ど
の
よ
う
な
形
で
捻
出
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

結
呈ゐ
i:illll 

一
、
ス
ト
ッ
ク
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
・
体
制
に
つ
い
て
、
建
築
と
不
動
産

の
両
領
域
に
及
ぶ
連
関
し
た
取
り
組
み
が
重
要
。

二
、
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
長
期
的

な
視
点
で
の
評
価
手
法
が
求
め
ら
れ
る
。

一
二
、
地
域
と
共
生
す
る
住
ま
い
守
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
ス
ト

ッ
ク
活
用
に
関
す
る
情
報
公
開
と
可
能
な
限
り
の
関
係
者
の
参
画
が
重
要
。

京
都
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
京
都
は
非
常

に
N
P
O
の
数
も
多
く
、
対
人
口
比
で
東
京
に
次
ぐ
地
域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
京
都
で
は
専
門
家
、
事
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
既
に
構
築
さ
れ
て

い
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
「
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
、
専
門
家

と
か
事
業
者
が
連
接
し
て
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
と
共

生
す
る
住
ま
い
づ
く
り
が
で
き
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
お
伝
え

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
患
っ
て
お
り
ま
す
。



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

高
田
(
司
会
)
質
問
問
訟
の
撃
現
を
す
る
問
、
住
総
研
の
研
究
運
営
委
員
を
代
表
し
て
、

京
都
の
歴
史
、
町
家
の
問
題
に
大
変
お
詳
し
い
大
販
市
立
大
学
の
谷
直
樹
先
生
に
、
発
一
言

の
口
火
を
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
住
一
致
が
残
る
ま
ち
京
都
、
そ
れ
が
阜
く
に
撮
れ
た
大
阪

益
直
樹
(
大
甑
市
立
大
学
)
き
ょ
う
の
テ
i
マ

に

つ

い

て

、

「

京

都

?

ダ

a
A務
詑
務
終

W
滋
湯
風
鉄
一
九

f
p
j
W舘
脇
鱗
鰯
砂
V

モ
デ
ル
だ
け
れ
ど
も
、
非
常
に
一
般
性
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う
お
話
が
撃
機
織
欝

あ
り
ま
し
た
が
、
大
阪
と
比
較
し
て
考
え
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
述
、
つ
鱗
欝
繁
務
畿
え
丸

議

議

議

談

怒

と

こ

ろ

が

あ

る

と

い

う

印

象

で

す

。

暴

露

警

1
i
)

マ

大
阪
は
戦
災
で
焼
け
ま
し
た
の
で
、
前
提
条
件
が
か
な
り
述
、
っ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

て
、
京
都
は
、
一
戸
建
て
の
問
家
が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
。
大
阪
は
長
屋
建
て
の
町
家
が
一
般

的
な
伝
統
的
居
住
ス
タ
イ
ル
で
、
戦
後
、
そ
れ
が
間
住
者
に
バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
売
り
さ
れ
、

長
屋
と
し
て
全
体
が
残
ら
ず
に
、
そ
の
…
部
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
は
職
住
一
致
が
最
も
尽
く
崩
れ
て
し
ま
っ
た
町
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

富
裕
層
は
芦
屋
な
ど
へ
住
居
を
移
し
、
船
場
が
業
務
空
際
に
特
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
か

な
り
早
く
か
ら
起
こ
り
ま
し
た
。

「
町
家
」
と
い
う
一
一
一
一
口
業
は
、
も
と
も
と
平
安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
出
て
く
る
の
で
す

が
、
「
高
舗
付
き
住
宅
」
が
も
と
も
と
の
町
家
の
定
義
で
、
「
都
市
の
住
宅
」
と
い
う
意
味

は
あ
と
か
ら
付
い
て
き
た
の
で
す
。
業
務
空
間
を
も
っ
た
職
住
一
致
の
建
物
が
町
家
の
本

来
の
意
味
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
京
都
は
ま
だ
そ
れ
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
。
最
後

の
幸
せ
な
関
係
を
ま
だ
も
っ
て
い
る
都
市
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
大
阪
の
場
合
、
こ
れ
を

さ
ら
に
再
生
し
て
い
く
の
は
か
な
り
悶
難
な
諜
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

上
林
先
生
の
お
話
の
な
か
で
、
町
式
日
を
現
代
風
に
つ
く
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
町
式
日
は
上
か
ら
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
。
あ
る
い
は
家
主

が
つ
く
っ
て
借
家
人
に
押
し
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
ま
の
社
会
で
ど
う
い
う
ふ

う
に
つ
く
っ
た
の
か
非
常
に
興
味
を
も
っ
て
お
話
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
居
住
者
が
職
住

立
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
大
叛
は
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
す
で
に
か

な
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で
も
、
京
都
で
し
か
で
き
な
い
京
都
モ

デ
ル
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

梅
梓
忠
男
先
生
は
、
「
京
都
の
町
は
、
町
に
入
っ
て
き
た
人
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
町

に
合
わ
せ
る
。
大
阪
は
逆
で
、
入
っ
て
き
た
人
に
町
の
人
が
合
わ
せ
て
し
ま
う
。
こ
う
い

う
の
が
大
阪
の
や
り
方
な
ん
だ
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
大
阪
の
吉
本
の
漫
才
は
、

自
分
を
ば
か
に
し
て
相
手
を
楽
し
ま
せ
る
、
も
て
な
す
と
い
う
や
り
方
で
す
。
京
都
は
、

自
分
の
と
こ
ろ
の
流
議
に
合
わ
せ
て
く
れ
な
い
と
認
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
が
、

伝
統
が
き
っ
ち
り
と
継
承
さ
れ
る
京
都
の
文
化
的
な
下
地
な
の
で
し
ょ
う
。
大
阪
は
も
う

少
し
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
阪
の
人
は
、
大
阪
を
歴
史
都
市
だ
と
思
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、
私

は
「
大
抜
は
歴
史
都
市
だ
」
と
常
に
い
い
続
け
て
、
歴
史
を
ど
う
生
か
し
な
が
ら
大
阪
の

町
の
中
に
根
付
か
せ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
る
の
で
す
。
大
谷
先
生
は
町
家
の
効
用
、
現

代
的
意
義
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
を
や
っ
て
い
る
な

か
で
(
編
集
部
註
谷
さ
ん
は
、
大
阪
市
J
V
一
住
ま
い
の
ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
「
火
仮
く
ら
し
の
今
昔
館
」
館
長

を
務
め
て
い
る
)
、
町
家
の
現
代
的
意
義
、
効
用
は
も
う
一
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ひ

と
昔
前
は
、
耳
目
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
と
、
す
ご
く
懐
古
趣
味
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
「
昔
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
の
積
極
的
な
意
義
を
見

出
そ
う
と
い
う
こ
と
が
臨
床
心
理
学
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
回
想
法
」

と
い
い
ま
す
。
「
昔
を
回
想
す
る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
非
常
に
プ
ラ
ス
な
こ
と
だ
」
と

い
う
学
説
が
一
九
七

0
年
代
の
初
め
ご
ろ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
あ
た
り
で
始
ま
っ
た
の
で
す
。



そ
の
こ
と
が
実
は
脳
の
活
性
化
に
最
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
認
知
症
の
予
防
、
あ

る
い
は
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
も
の
す
ご
く
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
江
戸
時
代
の
空
間
の
中
で
回
想
を
す
る
と
、
い
っ
そ
う
効
果
が

出
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
京
都
の
町
家
、
町
並
み
に
は
そ
う
い
う
効
果
が
非
常
に
あ

る
。
京
都
に
住
ん
で
い
る
人
、
特
に
高
齢
者
た
ち
に
と
っ
て
町
家
は
、
最
も
幸
せ
な
空
間

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
い
う
視
点
で
現
代
的
な
意
義
も

お
考
え
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

高
田
非
常
に
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
関
西
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
た
だ
い
て
い
る
研
究
運
営
委
員
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
千
葉
大
学
の
福

川
先
生
に
一
一
廿
一
問
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

再
び
、
モ
デ
ル
と
な
る
京
都
ヘ
突
き
進
ん
で
ほ
し
い

福
川
裕
一
(
千
葉
大
学
)
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
未
来
を
切
り
開
く
う

j?
量
移

え
で
、
京
都
が
京
都
モ
デ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
偽
麟
欝
機
機
軟
弱

が
、
正
直
い
う
と
、
千
葉
か
ら
見
て
い
て
、
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
と
か
離
瞳
龍
撃
開
熱
線

町
並
み
保
存
は
、
か
な
り
ま
だ
る
っ
こ
し
い
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
ぷ
轟
麟
鶴
湾

が
学
生
時
代
に
は
、
た
く
さ
ん
歴
史
的
な
環
境
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
缶
建
地
区
が
た
つ
た

三
つ
な
の
か
が
疑
問
と
不
満
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
を
お
手
伝
い
し
て
い
て
、
今
度
一
一
一

O
回
目
を
伊
勢
河
崎
で
や
る

の
で
す
が
、
京
都
で
は
一
九
九

O
年
に
第
二
ニ
問
自
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
と

き
は
ま
さ
に
バ
ブ
ル
で
、
規
制
緩
和
が
争
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
京
都
側
の

主
催
団
体
だ
っ
た
伏
見
の
酒
蔵
の
町
並
み
保
存
会
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
反
対
し
て
い
た
グ

ル
ー
プ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
京
都
も
、
ぜ
ひ
町
並
み
条
剖
を
や
っ
て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、
あ

ま
り
市
、
府
の
行
政
を
批
判
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
わ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

き
ょ
う
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
一
九
九

0
年
代
の
初
め
に
京
町
家
再
生
研
究
会
が
で

き
て
草
の
根
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
が
、
こ
の
一

O
年
あ
ま
り
の
開
に
も
の
す
ご
い
勢
い
で
、

個
別
の
町
家
を
ど
う
保
存
し
て
い
く
か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
日
本
の

最
先
端
を
走
っ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
大
変
感
激
に
浸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
の
都
市
に
い
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
う
と
、
か
つ
て
荷
面
、
王
の
方
は
何
年
か

に
一
度
京
都
に
行
き
、
新
し
い
商
売
の
仕
方
や
お
庖
の
し
つ
ら
え
な
ど
を
見
て
、
そ
れ
を

自
分
の
町
で
実
行
し
て
い
く
。
ま
さ
に
ず
っ
と
一
貫
し
て
日
本
の
町
は
京
都
モ
デ
ル
で
動

い
て
き
た
わ
け
で
す
。
ち
ょ
っ
と
京
都
モ
デ
ル
は
か
す
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ

の一

O
年
の
聞
に
も
り
も
り
盛
り
返
し
て
き
た
。

非
常
に
多
彩
な
形
で
、
し
か
も
草
の
根
に
根
ざ
し
て
、
し
か
も
地
域
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

や
工
務
自
と
一
緒
に
な
っ
て
動
い
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
非
常
に
期
待
を
す
る
わ
け
で

す
。
こ
の
動
き
は
、
グ
ロ

i
パ
リ
ゼ

i
シ
ヨ
ン
に
覆
わ
れ
た
京
都
全
体
の
動
き
の
な
か
で

ど
の
程
度
の
勢
力
を
占
め
て
い
て
、
今
後
本
当
の
京
都
モ
デ
ル
を
打
ち
立
て
る
見
通
し
は

ど
う
な
の
か
。
か
な
り
深
刻
な
問
題
で
あ
る
気
も
し
ま
す
の
で
、
議
論
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
か
ら
は
具
体
的
な
コ
ス
ト
な
ど
へ
の
質
調
が

高
田
そ
れ
で
は
、
費
問
票
の
整
理
が
済
ん
だ
よ
う
で
す
の
で
、
副
司
会
の
安
枝
さ
ん
に

紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
枝
(
副
司
会
)
全
体
に
関
し
て
多
か
っ
た
意
見
は
、
京
都
と
い
う
)
じ

比
較
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
町
で
議
論
さ
れ
て
い
る
京
都
モ
デ
ル
と
験
類
髪
範
静

い
う
成
果
が
、
衰
退
し
て
い
る
他
都
市
の
市
街
地
に
ど
う
役
立
つ
の
か
、
顔
欝
綴
畿
際
匙
-

ど
う
こ
の
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
乱
冷
没
叫
苅

特
に
相
手
を
限
定
し
な
い
質
問
と
し
て
多
い
の
は
、
費
用
に
関
す
る
問
題
で
す
。
町
家

を
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
に
関
し
て
、
居
住
者
の
修
繕
な
ど
の
費
用
負
担
を
い
か
に
軽
減

す
る
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
ま
ど
う
い
う
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

特
に
建
築
と
不
動
産
の
か
か
わ
り
の
と
こ
ろ
で
、
今
回
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
一
般

の
京
都
の
市
街
地
の
な
か
で
の
建
売
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
販
売
価
格
と
ど
の
く
ら
い
の

差
が
あ
る
の
か
、
一
般
物
件
と
比
べ
違
う
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
意
見
。

大
谷
先
生
に
は
、
京
町
家
に
つ
い
て
取
り
級
ま
れ
て
い
る
成
果
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
る
。
運
営
さ
れ
る
上
で
ご
苦
労
さ
れ
た
点
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
き

っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

大
島
さ
ん
に
は
、
出
資
の
方
法
と
か
出
資
者
の
募
集
方
法
、
さ
ら
に
証
券
化
実
施
時
に

ロ
!
ン
に
対
応
し
て
い
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
質
問
が
い
ろ
い
ろ
来
て
い
ま
す
。



高
聞
大
き
な
問
題
は
後
回
し
に
し
て
、
倒
別
の
質
問
か
ら
解
決
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
大
谷
さ
ん
か
ら
。

、:L、ミミ;;史志?::;。?:LL(λんシ九今?
η
7
J
安
大
谷
い
ま
か
ら
一
五
年
前
に
京
町
家
再
生
研
究
会
が
発
足
し
た
の

似
総
総
滋
畿
翠
瀦
馨
譲
錦
鉾
伊
で
す

O

研
究
会
の
初
代
会
長
は
も
と
も
と
町
{
家
糸
で
生
ま
れ
育
つ
た
方

J

パ凡パ凡凡一ぐ
豪
糸
姦J
鱗
燃
機
繍
畿
麟
欝
‘
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
方
の
お
声
掛
け
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
へ
集

え
ま
っ
た
の
が
、
最
初
は
建
築
家
を
、
王
に
一
二
十
数
名
で
す
。
や
り
始
め

る
と
、
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
結
果
で
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。
取
っ
掛
か

り
は
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
し
た
。

確
か
に
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
京
町
家
再
生
研
究
会
は

N
P
O法
人
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
つ
な
か
で
集

ま
っ
た
り
、
調
査
に
行
っ
た
り
と
い
う
、
時
間
間
的
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
で
も
、

そ
ん
な
こ
と
は
寄
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
発
足

し
て
か
ら
一
五
年
と
い
う
こ
と
は
、
皆
、
年
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
。
だ
ん
だ
ん
引
継
ぎ

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
よ
う
な
点
が
苦
労
の
一
つ
で
す
ね
。

も
う
一
つ
は
、
物
件
に
よ
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
そ
の
目

的
が
町
家
再
生
の
本
来
目
指
し
て
い
る
目
的
に
沿
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
幾

つ
か
の
話
は
だ
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

苦
労
と
い
え
ば
苦
労
の
う
ち
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
島
京
町
家
の
証
券
化
に
つ
い
て
は
、
私
は
実
施
主
体
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
、

調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
立
場
で
す
が
、
今
回
は
投
機
対
象
と
し
て
の
証
券
化
で
は
な

く
、
町
家
を
継
承
し
て
い
く
手
法
と
し
て
証
券
化
を
採
用
し
た
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い

の
で
、

S
P
C
(特
定
臼
的
会
社
)
と
し
て
は
、
一
人
が
多
額
の
出
資
を
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
一
口
一

O
万
円
で
よ
り
多
く
の
人
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

O
万
円
な
り
ご

O
万
円
な
り
口
数
を
振
り
込
む
と
い
う
手
続

き
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ロ
ー
ン
と
い
う
手
法
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て
出
資
者
を
募
集
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
聞
報

道
を
通
じ
て
や
、

s
p
Cが
関
係
者
の
方
に

D
M
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
広
ま
っ
て
い
っ
た

と
い
う
、
草
の
根
的
な
靖
報
発
信
で
募
集
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

衰
退
し
た
地
方
都
市
に
、
い
か
に
京
都
モ
デ
ル
と
な
れ
る
か

高
閑
話
を
大
き
な
テ
l
マ
の
ほ
う
に
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
襲
警
察
F

先
ほ
ど
福
川
先
生
か
ら
、
京
都
は
最
近
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

験
線
機
騒
騒
欝
ゑ
欝
ょ
う
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
は
少
し
サ
ボ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

麟
際
繍
懇
機
機
議
離
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
は
、
基
本
的
に
資
源
が
た
く

議
離
麟
襲
警
ぷ
輔
さ
ん
あ
っ
て
、
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
や
ろ

う
と
思
え
ば
や
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
十
分
あ
る
。
一
方
、
資
源
の

少
な
い
地
域
が
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
地
域
が
衰
退
し
て
き
で
い
る
と
い

う
現
象
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
き
ょ
う
の
話
は
役
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。
京
都

は
、
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
問
題
に
つ

い
て
少
し
議
論
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
世
儀
さ
ん
、
度
接
お
話
し
く
だ
さ
い
。

世
儀
敦
裕
(
ジ

i
ユ
!
計
画
研
究
所
)
京
都
で
先
進
的
に
や
っ
て
い

i
き

?

事

く
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
衰
退
し
て
き
で
い
る
と
こ
ろ
を
ど
う
助
け
て
鱗
鱗
議
機
議
議
欝

あ
げ
る
か
、
活
性
化
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
議
膿
襲
警
一
一

京
都
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
が
そ
う
い
う
よ
う
な
地
域
に
何

1

)

か
働
き
か
け
る
、
展
望
を
与
え
る
。
本
当
は
地
域
の
中
か
ら
に
じ
み
出
て
き
て
自
分
た
ち

で
盛
り
上
が
っ
て
い
く
の
が
当
然
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
き
っ
か
け
を
与
え
る
だ
け

で
も
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
何
か
ア
イ
デ
ィ
ア
、
お
考
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

そ
の
土
地
の
歴
史
、
そ
の
土
地
の
あ
り
方
E
根
拠
を
見
極
め
る
こ
と
か
ら

大
谷
私
ど
も
は
一
昨
年
、
全
国
町
家
再
生
交
流
会
を
や
り
ま
し
た
。
全
国
で
そ
う
い
う

活
動
を
し
て
い
る
方
々
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
み
ま

す
と
、
確
か
に
京
都
と
地
方
で
は
違
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
や
は
り
大
き
な
問
題
と
し
て

空
き
家
対
策
が
あ
る
よ
う
で
す
。

京
都
は
最
近
町
家
ブ
l
ム
み
た
い
な
こ
と
が
い
わ
れ
、
庖
舗
や
飲
食
屈
に
改
修
す
る
方

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
確
か
に
京
都
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
地
方
で
は
な
か



な
か
そ
う
は
い
か
な
い
で
す
ね
。

は
た
し
て
い
ま
の
ブ
l
ム
的
な
町
家
活
用
で
い
い
の
か
と
疑
問
が
あ
る
の
で
す
。
谷
先

生
が
「
大
阪
で
は
と
う
の
昔
に
職
住
一
致
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
職
住
一

致
が
、
東
京
資
本
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
庖
舗
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
京
都
か
ら
も
消
え

つ
つ
あ
る
。
少
し
時
代
が
ず
れ
て
い
ま
京
都
で
そ
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
と
、
非
常
に
心
配
に
な
る
の
で
す
。

一
方
、
地
方
は
、
各
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
そ
こ
の
歴
史
を
ち
ゃ
ん
と
ふ
ま
え
て
、

そ
れ
を
活
か
す
。
当
然
、
京
都
モ
デ
ル
そ
の
ま
ま
で
い
く
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
よ
ね
。

た
と
え
ば
、
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
漕
ぎ
着
け
た
よ
う
で
す

が
、
当
然
石
見
と
い
う
土
地
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
に
必
要
な
こ

と
で
あ
っ
て
、
ど
こ
そ
こ
に
モ
デ
ル
を
求
め
る
と
い
う
話
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

き
ょ
う
見
学
コ

i
ス
l
で
伺
っ
た
家
の
方
が
、
「
土
壁
を
見
て
い
る
と
、
生
ま
れ
育
っ

て
き
た
自
分
の
歴
史
を
思
い
出
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
「
人
が
生
き
て
い

る
根
拠
」
だ
と
忠
、
つ
ん
で
す
ね
。
一
人
ひ
と
り
の
人
に
と
っ
て
そ
う
だ
ろ
う
し
、
京
都
な

ら
京
都
の
あ
り
方
、
地
方
な
ら
地
方
の
あ
り
方
、
根
拠
、
そ
こ
の
地
方
の
歴
史
を
ど
う
見

直
し
活
か
し
て
い
く
か
が
大
き
な
こ
と
だ
と
思
、
つ
ん
で
す
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
京
都

と
地
方
の
違
い
で
も
あ
り
、
地
方
と
し
て
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
考
え
方
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
都
の
特
殊
解
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
思
い
で

大
島
先
ほ
ど
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
都
住
研
の
皆
さ
ん

た
ち
と
ご
一
緒
す
る
な
か
で
、
皆
さ
ん
が
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
「
僕
ら
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
た
ら
あ
か
ん
で
」
と
。
あ
く
ま
で
も
特
殊
解
で
あ
っ
て
、
京
都
の
不
動
産
業
界
全

体
が
こ
の
よ
う
な
方
向
に
向
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
は
常
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
「
都
住
冊
は
特
殊
解
」
と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
ま
り
に
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
評
価
で
き
る
よ
う
な
事
項
を
克
つ
け
て
、
か
っ

そ
れ
が
事
業
的
に
も
長
期
的
に
見
れ
ば
採
算
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
れ
ば
、

「
全
層
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
汎
用
で
き
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
な
ん
と
か
構
築
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
京
都
の
住
環
境
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
を
良
く
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
特
殊
解
か
ら
学
、
び
、
か
つ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
京
都
か
ら
発
信
し
て
全
国
に
汎
用
し
て
い
け
れ
ば
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
田
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る
資
源
力
の
強
さ
あ
る
い
は
弱
さ
に
、
住
ま
い
・
ま

ち
づ
く
り
の
活
動
は
ず
い
ぶ
ん
拘
束
さ
れ
る
。
も
う
す
で
に
悪
循
環
が
始
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
地
域
で
は
、
い
く
ら
こ
う
い
う
活
動
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
何
か
方
法
が

な
い
の
か
、
と
い
う
趣
旨
の
問
題
提
起
だ
と
思
い
ま
す
が
、
世
儀
さ
ん
も
地
域
で
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

世
儀
私
は
い
ま
神
戸
の
三
木
で
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
三
木
は
湯
の
山
街

道
、
姫
路
道
と
い
う
街
道
筋
の
町
家
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
壊

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
京
都
を
歩
い
た
り
、
町
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
す
る
と
、
熱
の

違
い
を
感
じ
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
何
か
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
も

す
ご
く
意
味
が
あ
る
と
思
、
つ
ん
で
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
つ
な
が
り
を

ち
ょ
っ
と
で
も
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
ん
で
す
。

活
動
は
人
か
ら
。
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
事

ゑ
塾
畿
綴
警
上
林
活
動
は
人
が
進
め
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
活
動
が
大
き
く

畿
欝
議
機
織
機
畿
勢
な
る
の
は
、
そ
こ
に
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
お
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な

畿
襲
撃
議
議
護
条
件
、
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
発
生
的
に
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
を
待
つ
の

議
欝
警
鐘
襲
繁
三
で
は
な
く
て
、
リ
ー
ダ
ー
を
発
掘
す
る
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
大
き

委
譲
襲
警
芝
、
な
仕
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
一
つ
方
法
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
「
か
つ
て
こ
の
地
域
で
非
常
に
信
頼

さ
れ
た
人
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
さ
れ
て
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は
な
い
か
」
と
、
亡
く
な

っ
た
人
を
探
し
出
す
こ
と
で
す
。
そ
の
人
を
探
し
出
す
と
、
そ
の
人
に
影
響
を
受
け
た
人
、

そ
の
人
の
息
子
さ
ん
、
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
素
質
を
も
っ
た
人
が
必
ず
お
ら
れ
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
人
が
発
見
で
き
る
と
非
常
に
進
み
方
が
早
く
な
り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
人

が
手
を
挙
げ
る
だ
け
で
何
も
一
言
わ
な
く
て
も
周
り
に
人
が
ワ
l
ッ
と
集
ま
っ
て
く
る
。
祇

閤
町
で
「
杉
浦
」
と
い
う
と
、
「
あ
の
人
の
一
言
う
こ
と
や
か
ら
、
い
っ
ぺ
ん
開
こ
か
」
と



い
う
信
頼
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
活
動
会
進
め
て
い
く
う
え
で
大
い
に
力
に
な
り
ま
す
。

大
谷
も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
京
都
で
も
、
最
近
ご
町
内

と
か
通
り
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
藤
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
会
で
も
、
「
楽
町
楽
家
」
と
い
い
、
わ
れ
わ
れ
が
関
係
し
た
町
家
何
十
軒
で

一
斉
に
ひ
と
月
間
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
の
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
大
勢
の
方
が
き
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
と
い
う
意
識
を
高

め
る
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

低
コ
ス
ト
で
再
生
・
改
修
で
き
る
仕
組
み
を
工
夫
す
る

高
田
経
済
の
問
題
、
費
用
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
が
た
く
さ
ん
来
て
い
ま
す
。
紹
介

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
経
済
的
に
成
り
立
つ
の
か
が
疑
問
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
実
現
可
能
に
な
っ
た
の
か
、
こ
う
い
う
工
夫
を

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
開
き
た
い
と
い
う
希
望
が
出
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
経
済
と
文
化
の
関
係
、
両
立
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
対
立
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
こ
に
は
ど
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る
の
か
。
少
し
議
論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷
確
か
に
町
家
再
生
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
作
事
組
で
は
改
修
は
伝
統
構
法
に

の
っ
と
っ
た
や
り
方
で
考
え
て
い
ま
す
が
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
み
ん
な
で
議
論
し
て
で

き
る
だ
け
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
低
コ
ス
ト
で
再
生
・
改
修
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ
て
い
た
だ
く
と

き
に
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
町
家
を
ま
ず
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
最
初
に
資
金
が
要
る
ん

で
す
ね
。
テ
ナ
ン
ト
に
五
年
開
入
る
と
い
う
約
束
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
部
分
の
家
賃

を
前
倒
し
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
で
先
に
改
修
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

る
部
分
を
テ
ナ
ン
ト
に
も
先
立
っ
て
負
拒
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
前
提
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
家
の
再
生
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な
工
夫
、
手

法
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。

あ
る
い
は
、
町
家
の
外
観
改
修
を
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を
得
て
や
る
と
か
、
あ
る
い
は
歴

史
的
意
匠
建
造
物
の
指
定
を
受
け
る
と
、
京
都
市
の
ほ
う
か
ら
も
補
劫
が
出
ま
す
。
そ
う

い
う
補
助
を
活
用
す
る
と
同
時
に
、
補
助
の
内
容
を
更
に
充
実
し
て
い
た
だ
く
。
フ
ァ
ン

ド
も
よ
り
い
っ
そ
う
中
身
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
行
政
の
ほ
う
に
も
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
幾
つ
か
の
方
法
を
総
合

的
に
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
形
の
な
か
で
、
町
家
再
生
に
対
す
る
費
用
の
開
題
は
、
も
う

少
し
考
え
て
い
か
な
い
と
大
変
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
も
、
日
ご
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
作
事
組
、
情
報
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
資
金
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い
の
で
す
。
間
間
も
な
く
そ
う
い

う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
な
と
考
え
て
い
る
状
況
で
す
。

高
田
大
島
さ
ん
に
、
産
業
、
経
済
と
い
う
よ
う
な
視
点
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
自
体
が
本
当
に
成
り
立
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
質
問
が
あ
る
一
方
、
先
ほ
ど
大
谷
さ
ん
か
ら
問
題
提
起
が
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
、
利
益
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
視
点
が
必
要

A
F

大
島
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
し
な
い
と
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は

議
議
後
議
夢
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
き
ょ
う
報
告
し
た
六
事
例
に

鱗
鯵
欝
J
一
、
言
つ
い
て
は
、
す
べ
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
評
価
し

繍
欝
欝
麟
襲
撃
建
て
い
た
だ
い
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

j
j
d没
dIJi

た
だ
し
、
「
北
大
路
ま
ち
な
か
住
宅
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
」
は
、
企

画
、
運
営
等
、
膨
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
取
り
組
み
で
、
事
業
主
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、

今
回
は
建
売
住
宅
と
し
て
新
し
い
繭
品
を
州
開
発
し
て
い
く
開
発
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

で
、
事
業
と
し
て
成
り
立
っ
た
と
い
う
処
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
シ
ェ
ア
フ
ラ
ッ
ト
桜
木
」
や
「
ル
・
グ
ラ
ン
井
信
」
な
ど
の
よ
う
に
、
土
地
の
所
有

者
と
協
働
関
係
会
築
き
な
が
ら
事
業
を
構
築
し
て
き
た
と
い
う
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
は
い
ず
れ
も
、
土
地
の
オ

i
ナ
l
が
出
資
し
合
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
資
産
活

用
倶
楽
部
の
メ
ン
バ

i
で
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
は
土
地
所
有
者
が
よ
り
良
い
資
産
価

値
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
勉
強
会
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
所

有
者
の
方
が
単
に
自
分
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
て
、
常
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
よ
り

良
い
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
学
習
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
が
あ
っ
た
こ

と
が
大
き
な
点
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
こ

う
か
と
い
う
評
価
軸
を
き
っ
ち
り
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。



八
神
崇
胃
(
八
神
崇
湾
建
築
事
務
所
)
「
ル
・
グ
一
フ
ン
井
簡
」
は
坪

単
価
が
割
高
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
可
能
に
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。
な

る
べ
く
具
体
的
な
数
字
を
開
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
の
程
度
の

割
高
感
で
こ
れ
が
成
り
立
っ
た
の
か
。
た
ぶ
ん
市
場
で
普
通
に
新
築
あ

る
い
は
改
築
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
割
高
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。

大
島
通
常
あ
の
あ
た
り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
は
、
ぱ
単
価

0
0
円
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
「
ル
・
グ
ラ
ン
井
筒
」
に
つ
い
て
は
、

2m単価一一一

0
0
0
円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

八
神
家
賃
に
反
映
で
き
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
「
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

た
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
賃
貸
の
場
合
は
お
客
さ
ん
が
入
居
し
て
は
じ
め
て
成

り
立
つ
事
業
で
す
か
ら
、
損
を
し
て
ま
で
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
京
都
と

い
う
。
ホ
テ
ン
シ
ヤ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
な
ら
ば
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な

い
と
こ
ろ
で
ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
か
な
と
い
う
の
が
あ
っ
て
・
・
。

「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
が
ス
ケ
ル
ト
ン
で
坪
六

O
万
と
い
う
の
は
か
な
り

高
い
と
思
い
ま
す
。
格
安
に
な
れ
ば
市
場
ベ

l
ス
に
乗
っ
て
い
く
だ
ろ
う
な
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
改
造
の
場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
が
あ
る
の
を
説
明
し
て
、
「
こ
ん
な
の
で
い

け
ま
す
よ
」
と
い
う
事
例
の
な
か
で
納
得
し
て
い
た
だ
く
。
で
、
工
事
に
か
か
る
と
い
っ

た
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
八

O
O
円
に
対
し
て

5
0
0
0
円
と
い
う
の
は
、
市

場
で
か
な
り
高
い
で
す
。

大
島
今
回
は
地
域
の
環
境
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
、
か
っ
そ
の
地
域
の
環
境
を
継
承

し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
な
の
で
、
京
都
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
大
い
に

活
用
し
た
ス
ト
ッ
ク
活
患
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

八
神
そ
れ
で
も
成
り
立
つ
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
で
立
派
だ
な
と
思
い
ま
す
。

前
田
雅
信
(
積
水
ハ
ウ
ス
大
阪
設
計
部
)
「
ル
・
グ
ラ
ン
井
筒
」
は

改
修
で
は
な
く
、
新
し
く
高
級
な
も
の
を
つ
く
っ
て
地
域
価
値
を
生
か

し
て
高
く
貸
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
か
り
や
す
い
の
は
、

一
0
0
2
m
の
「
リ
・
ス
ト
ッ
ク
町
家
」
を
臨
屈

O
O
万
円
で
売
っ
て
い

る
の
が
、
ミ
ニ
戸
建
と
比
べ
て
市
場
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
感
覚 )¥ 

で
は
、
京
都
の
地
価
を
考
え
る
と
安
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
。

修
復
し
て
高
く
な
っ
た
ら
売
れ
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

わ
り
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
出
し
て
い
る
と
思
、
つ
ん
で
す
が
。

大
島
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
い
う
ふ
う
に
判
叫
制
さ
れ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
市
場
価
格
と
大

き
な
開
き
が
な
い
よ
う
に
価
格
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
棟
売
っ
て
利

益
を
上
げ
る
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
手
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
総
体

と
し
て
成
り
立
た
せ
て
い
く
と
い
う
展
開
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

市
畏
の
意
識
改
革
も
必
要

上
林
京
都
に
は
町
家
と
い
う
優
れ
た
建
物
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
特
性
を
生
か
し

た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
方
向
は
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

当
然
空
間
の
と
り
方
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
費
用
が
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
対
し
て
、
市
民
が
京
都
の
文
化
を
生
か
し
た
建
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
を
も

っ
て
、
少
し
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
だ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

ほ
し
い
わ
け
で
す
。

修
理
の
場
合
、
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
改
修
費
用
は
全
然
変
わ
っ
て
く
る
。
非
常
に
毎

ん
で
い
た
ら
非
常
に
か
か
り
ま
す
。
骨
組
み
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
ら
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら

な
い
。
一
日
付
一
軒
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
の
地
域
の
状
況
に

よ
っ
て
も
変
わ
る
。
評
価
し
て
も
ら
う
お
客
さ
ん
と
の
対
話
で
も
、
弾
力
的
に
進
め
る
仕

掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

高
田
都
住
研
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
う
ま
く
い
っ
た
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
け
れ
ど
も
、
な
か
に
は
町
家
の
再
生
・
活
用
が
好
ま
し
く
な
い
形
で
進
め
ら
れ
て
、

資
源
の
食
い
潰
し
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
も
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
な
か
で
起

こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

大
島
何
を
も
っ
て
健
全
と
目
評
価
す
る
か
と
い
う
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
市
場
が
健
全
な
機
能
を
果
た
そ
う
と
思
え
ば
、
生
産
者
だ
け
の
話
で
は
な
く
て
、

や
は
り
消
費
者
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
忠
、
つ
ん

で
す
ね
。
「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
初
の
企
画
の
意
図

を
継
い
で
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い
こ
う
と
思
う
と
、
ち
ゃ
ん
と
そ
う
い
う
こ
と
を
理
解



し
た
消
費
者
に
買
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
生
産
者
と
消
費
者

の
資
質
の
向
上
が
セ
ッ
ト
で
循
環
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
都
住
研
と
い
う
の
は
モ
デ
ル
住
宅
を
一
方
的
に
生
産
者
の
意
図

だ
け
で
や
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
て
、
情
報
発
信
と
い
う
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
広
報
活
動
、

P
R
活
動
と
い
う
の
は
市
場
形
成
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
町
へ
の
思
い
と
、
地
域
に
な
じ
む
と
い
う
こ
と

今
小
路
小
百
合
(
常
楽
台
保
存
会
)
京
都
の
町
が
壊
れ
て
い
く
の
は
、
暴
長
d

:

並
普
回
通
の
市
民
の
並
普
日
通
の
住
宅
字
，
か
か
ら
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す

O

並
普
悶
通
の
脇
h以熱h以附以久~九九ト丸〉(

市
民
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
と
い
、
う
つ
と
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
ど
、
う
つ
鰯
欝
警
軒
J必ぷ、、J必ぷ、J必ぷパ必d叫咋川¥〉~~ぬパ

d
織
機
機
臨
畿
鰯
線
機
醗
叡
絞
釈
か
イ
メ
パ
)
匂

い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、
町
並
み
を
保
存
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
へ
も
溺
欝
猿
錦
、
一
今

っ
て
い
け
る
か
が
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
も
い
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
問
題
は
ピ
ジ
、
ネ
ス
だ
け

で
は
な
い
と
思
、
つ
ん
で
す
。
私
は
実
は
パ
リ
と
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ロ
ン
ド
ン
と
見
て
一
昨
日

京
都
に
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
。
ま
ず
第
一
番
に
患
い
ま
し
た
の
が
、
「
京
都
つ
て
な
ん
て

汚
い
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
絶
望
的
な
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

新
し
い
町
家
の
再
生
と
伝
統
的
な
京
都
の
古
都
と
し
て
の
兼
ね
合
い
、
バ
ラ
ン
ス
。
そ

う
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

大
島
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ぜ
ひ
「
京
都
ま
ち
な
か
こ
だ
わ
り
住
宅
」
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
な
と
思
う
の
で
す
。
周
辺
の
地
域
と
共
生
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
第
一
の
ス
タ

ン
ス
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
景
観
上
、
地
域
に
な
じ
む
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
原
点
と
な
る
よ
う
な
人
の
交
流
の
前
で
も
共
生
し
て
い
く
、
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
べ
と
い
う
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
し
、
そ
の
設
計
提
案

を
い
た
だ
く
過
程
で
、
地
域
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
会
を
し
、
建
設
過
程
に
お
い
て

も
地
域
の
方
に
積
極
的
に
情
報
を
出
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
は
貫
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
小
路
住
ま
い
と
い
う
の
は
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
日
常
生
活
の
場
所

で
し
ょ
う
。
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
も
地
域
の
方
も
普
通
の
暮
ら
し
を
し
て
い
か
れ
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
業
者
の
方
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
発
想
と
、
住
民
の
方
と
地
域
の
方
と
の
交
流

と
い
う
の
は
ま
た
別
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
。

大
島
コ
ン
ペ
で
や
っ
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
は
イ
ベ
ン
ト
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
、
建
売
住
宅
と
い
う
の
は
落
下
傘
で
、
周
辺
が

知
ら
な
い
ま
ま
家
が
建
っ
て
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
、
新
し
い
生
活
が
営
ま
れ
て
い
く
と

い
う
過
程
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
建
設
の
過
程
す
べ
て
を
地
域
に
公
開
し
て
い
く
と

い
う
意
図
か
ら
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
ワ

i
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
て
き
た

の
で
す
。

谷
町
家
の
活
用
と
い
う
話
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
大
阪
で
は
脂
舗
(
だ
い
た
い
は
飲

食
宿
)
に
し
て
古
い
建
物
の
良
さ
を
活
用
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
京
都
の
町
家
の

再
生
事
例
は
、
居
住
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

ず
い
ぶ
ん
こ
だ
わ
っ
た
形
の
再
生
を
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

大
谷
京
都
全
体
を
見
て
い
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
飲
食
応
、
庖
舗
が
増
え
て
い
る
な
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
作
事
組
、
あ
る
い
は
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
基
本
的
に
は

住
ま
い
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
手
掛
け
て
い
る
の
は
居
住
が
圧
倒

的
に
多
い
で
す
。
職
住
共
存
で
あ
り
、
住
ま
う
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
か
な
い
と
、

町
家
の
再
生
が
進
ん
で
も
、
ど
ん
ど
ん
可
と
し
て
の
半
面
が
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
心
配

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
特
に
意
識
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

今
小
路
さ
ん
の
お
話
の
、
外
国
に
い
っ
た
ら
き
れ
い
だ
っ
た
、
京
都
は
も
っ
と
き
れ
い

で
な
い
と
い
け
な
い
と
。
本
当
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
並
み
を
ど

う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
志
を
一
つ
に
し
て
立
ち
上
が
る
と
い
う
市
民
サ
イ
ド
の
動
き

が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
町
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
つ
く
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
立
ち
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
い
と
、
本
当
の
町
家
の
再
生
、

ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
田
住
町
先
生
、
住
総
研
の
元
運
営
委
員
を
代
表
し
て
最
後
に
ご
感
想
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
。

両
側
町
と
マ
ン
シ
ョ
ン

住
田
昌
二
(
現
代
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
室
)

私
も
大
較
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い
ま
し
て
、



京
都
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
、
い
換
え
れ
ば
持
家
モ
デ
ル
で
は
な
い
か

と
患
、
つ
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
戸
建
を
中
心
に
し
て
持
家
を
つ
く
っ
て

い
く
、
あ
る
い
は
オ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
を
人
に
貸
す
た
め
に
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
モ
デ
ル
を
職
住
一
体
型
で
展
開
し
て
い
く
と
い
う
一
つ
の
方

向
を
か
っ
ち
り
と
明
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
地
方
の
中
心
商
庖
街
な
ん
か
で

持
家
が
多
い
と
こ
ろ
に
は
大
い
に
応
用
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

大
阪
は
戦
前
は
借
家
モ
デ
ル
を
開
発
し
て
き
た
の
で
す
が
、
戦
後
の
職
住
分
離
が
強
烈

に
進
ん
だ
な
か
で
、
残
念
な
が
ら
す
っ
か
り
壊
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
復
活
し
て
い
く
の
か
は
非
常
に
し
ん
ど
い
。
そ
れ
を
し
よ
う
と
す
る
と
マ
ン
シ

ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
本
来
の
意
味
で
の
、
仕
舞
屋

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
。
は
た
し
て
都
心
に
つ
く
れ
る
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
が
逆
に
私

に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

大
谷
先
生
は
、
町
家
再
生
の
現
代
的
意
義
と
い
う
こ
と
で
、
町
家
再
生
の
理
念
モ
デ
ル

を
説
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
持
家
を
中
心
と

し
た
地
縁
性
に
よ
る
京
都
の
町
の
成
り
立
ち
が
両
側
町
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
恵
、
つ
ん
で
す
。
い
ま
ま
で
成
り
立
っ
て
い
た
根
拠
と
し
て
の
両
側
町
と
い
う
も

の
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
成
り
立
っ
て
い
く
も
の
な
の
か
ど
う
か
。

* 

高
部

い
ま
の
両
側
町
の
話
も
含
め
て
、
結
局
住
ま
い
と
い
う
の
は
人
の
生
活
が
基
本
に

な
っ
て
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
生
活
の
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、
職
住
関
係

の
問
題
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
か
ら
二
一
言
、
ず
つ
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
島
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
く
に
は
、
市
場
の
整
備
も
視
野
に
入
れ

て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
生
活
者
の
視
点
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
都
住
研
の
今
後
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
生
産
者
か
ら
さ
ま
、
ざ
ま
な

事
業
の
提
案
と
い
う
形
で
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
粛
々
と
進
め
て
き
た
感

の
あ
る
消
費
者
を
巻
き
込
ん
だ
ム

i
ブ
メ
ン
ト
づ
く
り
、
そ
う
い
う
も
の
の
重
要
性
を
き

ょ
う
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
林
京
都
の
町
は
、
町
内
会
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
地
域
の
課
題
と
か
将
来
の
こ
と

は
町
内
会
が
決
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
祇
間
町
で
は
、
町
内
会
の
存
在
が

薄
れ
て
い
く
な
か
で
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
て
加
の
組
織
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

組
織
が
で
き
上
が
っ
て
、
は
け
口
、
開
い
て
く
れ
る
場
所
が
で
き
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
が
ま
ち
さ
つ
く
り
を
前
に
進
め
る
う
え

で
非
常
に
大
き
な
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
何
か
を
や
り
た
い
と
き
に

は
、
ま
ず
声
を
出
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
集
団
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

大
谷
町
家
と
い
う
の
は
歴
史
的
な
建
物
で
あ
る
と
開
時
に
、
そ
こ
に
暮
ら
し
が
あ
る
と

い
う
、
そ
の
こ
つ
が
あ
っ
て
の
町
家
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
し
い
町
家
も
当
然
で
き
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
物
の
京
都
の
町
家
ら
し
い
町
家
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。
本
物
と
い
う
の
は
、
賛
沢
し
て
お
金
が
か
か
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
す
。

京
都
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
を
継
承
し
た
新
し
い
町
家
だ
と
い
う
意
味
で
「
本
物
」
。

や
は
り
経
済
性
と
の
両
方
を
考
え
て
い
く
大
事
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
、
つ
ん
で
す
ね
。

町
家
の
再
生
に
関
し
て
は
、
本
当
の
町
家
を
再
生
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
南
側
町

と
し
て
の
仕
組
み
は
整
っ
て
い
ま
す
。
問
題
に
な
る
の
は
や
は
り
マ
ン
シ
ョ
ン
。
マ
ン
シ

ョ
ン
と
町
家
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
相
対
す
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
通
り
か
ら
通
り
ま
で
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
両
側
町
と
い
う
町
の
仕
組
み
を
壊
し
て

い
ま
す
。
町
家
の
一
再
生
に
お
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
心
配
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
逆
に
大
切
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

高
田
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
は
京
都
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
開
い
て
い
る
方
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
、

普
段
な
い
形
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
充
実
し
た
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
文
責
刊
行
一
編
集
部
)



見実裏
学践男
会事号

{抑U0
の号

つ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、

当
臼
の
午
前
中
に

3
コ
i
ス
に

分
か
れ
て
見
学
会
を
行
な
っ
た
。

講
演
い
た
だ
く
各
議
飾
の
先
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

i
ス
の
案
内

人
と
な
っ
て
、
講
演
趣
旨
に
沿

っ
た
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
事
例
を
見
学
し
、
あ
ら
か

じ
め
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
企

図
し
た
も
の
。

各
コ

l
ス
と
も
定
員
二

O
名

と
し
て
い
た
が
、
定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
盛
況
な
見
学

会
と
な
っ
た
。

国
凡
学
コ
ー
ス

1

京
町
家
再
生
見
学

案
内
H
大
火
口
孝
彦

…
五
年
ほ
ど
前
に
活
動
が
は
じ
ま
っ

た
「
京
町
家
羽
生
研
究
会
」
は
、
職
人

さ
ん
や
設
計
者
、
建
物
オ
ー
ナ
ー
、
不

動
産
業
、
市
民
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
町
家
再
生
」
へ
向
け
て
の
三
つ
の
会
と

情
報
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

に
発
展
し
て
い
る
。

持
続
的
創
造
こ
そ
間
家
内
生
の
…
番

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
現
代
的
な
感
性

や
技
術
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
い
か
に

同
家
の
空
間
を
継
承
し
て
ゆ
く
か
。
見

学
会
で
は
そ
の
実
例
と
し
て
、
京
町
家

町
内
生
研
究
会
が
手
掛
け
た
下
京
区
の
山

出
家
、
左
近
家
の
二
つ
の
再
生
事
例
を

兇
学
し
た
。

山
間
家
は
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
附

民
性
へ
の
不
安
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
生
活
で
き
る

L
P
K
へ
改
修
し
た
も

の
だ
が
、
も
と
忠
康
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、

小
規
模
な
町
家
な
が
ら
も
作
業
相
初
だ
っ

た
広
い
空
間
が
あ
っ
た
こ
と
が
同
生
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
二
階
を
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
救
護
に
も
使
え
る
空
間
に
し
、

通
り
に
面
し
て
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
な
ど
、
ま
ち
と
の
関
わ
り
を
な
識
さ

れ
た
住
み
方
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

左
近
家
は
、
通
り
側
の
一
階
を
テ
ナ

ン
ト
に
資
さ
れ
て
い
て
、
一
冗
は
ト
オ
リ

ニ
ワ
だ
っ
た
吹
抜
け
空
間
を
生
か
し
た

喫
茶
応
に
な
っ
て
い
る
。
間
川
家
を
飲
食

応
な
ど
へ
転
用
す
る
安
易
な
事
例
が
多

い
な
か
、
生
活
と
の
共
存
・
共
生
を
閉
山

っ
た
好
州
閣
の
事
例
で
あ
る
。

伎
み
手
か
ら
、
町
家
再
生
へ
の
思
い

と
再
生
後
の
使
い
勝
手
な
ど
詳
細
的
な

話
を
お
叩
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
都
市
崎
住
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

に
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
見
学
会
で
あ

っ
た
。

見
学
コ

i
ス
2

祇
園
町
南
冊
地
区
見
学

案
内
目
上
林
研
二

祇
問
問
問
尚
川
山
地
区
は
、
つ
除
史
的
円
以

制
限
保
余
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
叩
以
観
保

全
へ
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
へ
至
る
ま
で
に
は
、
地
元
の
人
た

ち
の
「
ま
ち
の
将
来
は
地
元
が
決
め
る
」

と
い
う
聞
い
決
意
と
地
道
な
活
動
が
あ

っ
た
。
「
歴
史
的
絢
街
路
」
と
名
付
け

て
狭
い
送
籾
で
も
敷
地
後
退
せ
ず
に
改

築
で
き
る
方
策
、
水
肌
を
現
わ
し
た
外

観
を
守
る
方
策
は
、
地
一
万
の
人
た
ち
の

防
火
活
動
が
生
み
出
し
た
賜
物
で
あ
る
。

一
治
参
応
舗
の
受
け
入
れ
を
融
通
す
る

染
軟
さ
、
外
観
の
規
制
や
町
内
ル

l
ル

を
厳
格
に
一
寸
ら
せ
る
と
い
う
住
民
の
姿

勢
。
常
に
意
識
の
お
い
動
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
が
展
開
印
さ
れ
て
い
る
。

上と右/山由家。 2階座敷で

奥様を交えお話を伺う。
左/1階が喫茶底になってい

る左近家。

祇箇町南恨IJ地区のまち並
みと、地元が整備した私

設消火栓(上)。

見
学
コ
ー
ス

3

地
域
密
着
型
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス

見
学

案
内
日
大
島
祥
子

よは、高級賃貸マンショ
ン「ル・グラン井筒」。
下は、アパ 卜を改修し

た「シェアフラ y ト桜木J。

フ
ロ

i
m河
川
会
か
ら
ス
ト
ッ
ク
担
初

会
へ
の
移
行
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、

京
都
に
お
い
て
も
近
年
、
ス
ト
ッ
ク
を

活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
不
動
産
ビ
ジ
ネ

ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

見
学
し
た
の
は
、
築
五

O
年
の
木
造

ア
パ
ー
ト
を
女
子
学
生
専
用
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
へ
改
修
し
た
事
例
と
、
京
都
で

は
珍
し
い
高
級
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
事

例
で
あ
る
。
周
囲
は
琵
琶
湖
疏
水
沿
い

の
緑
豊
か
な
住
宅
街
で
あ
り
、
地
域
と

共
生
す
る
住
ま
い
づ
く
り
、
不
動
産
卒

業
者
と
設
計
者
、
オ
ー
ナ
ー
の
三
者
の

良
好
な
関
係
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立

つ
、
所
以
の
古
川
い
ス
ト
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
可
能
性
が
う
か
が
え
た
。
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